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I 一般概要



概 要 仕
周，dト
ν

考

昭和24年6月1日 l庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長 倉持恭一衛生部長

事務取扱
食品検査係の5係制で、発足。

昭和25年 2月10日

山本耕一所長

昭和29年7月1日|血液銀行係を加え 6係制となる O

昭和31年 1月25日 i青森県衛生研究所弘前出張所を設置するO

昭和3刑月 1日|青森県血液銀行設置に伴ない衛生研究所弘前出張所 l昭和32年間 1日

木下嘉一所長
及び血液銀行係を廃止する O

昭和33年5月1日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なるO

昭和34年3月3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係 i昭和34年8月20日

秋山有所長
に改め 3係制となるO

昭和39年 4月1日[庶務室，微生物科，理化学科の 1室 2科となるo

昭和43年 3月25日|青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。

昭和48年 4月1日|科制を課制に改めるO

青森市大字造道字沢田

(現庁舎〉

昭和44年 4月1日

山上豊日所長

昭和47年9月1日

山本耕一所長(現所長〉

昭和44年 4月1日 l公害科が新設され 1室 3科となる。

昭和49年4月1日|公害調査事務所設置に伴ない公害課は廃止されるO
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組織および分掌事務

-1庶務に関すること O
一総務課-

'-2統計報告に関すること O

i-1医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関すること O

ト2飲食物及び添加物の試験検査に関すること O

1-3食品器具器材の試験検査に関すること O

1-4温泉及び鉱泉の試験検査に関すること O

|一理化学課-| 5飲料水の試験検査に関することo

1-6その他理化学的試験，調査及び研究に関すること。

-7理化学的試験の技術指導に関すること O

1--8生活労働環境に関する調査研究に関すること O
L-9下水，し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関すること O
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職員の配置
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業務概要

検査件数調
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微生物課

細菌ウイルス血清検査部門に関する依頼検査並びに調査研究業務を行った。

依頼検査業務は，一般依頼検査として，学校給食調理従事者等の腸内細菌，寄生虫検査，病院

依頼の梅毒，風疹検査，食品衛生法に基づく魚肉ねり製品，お総菜，冷凍食品の規格検査，水質

検査では水道，環境衛生施設関係の細菌検査でありこれらの依頼件数は別表のとおりである O

行政検査は，保健所依頼の梅毒検査，風疹検査がありこの他食中毒 (4例，サルモネラ菌，

病原大腸菌，ブドウ球菌，ボツリヌス菌〉伝染病等(海外旅行者のコレラ菌検査，ジフテリア

様症〉急を要する検査について実施した。

調査研究業務は，青森県湖沼におけるボツリヌス菌分布調査に関する研究事業として西津軽

郡車力村，木造町に所在する沼 9ケ所における土壌ならびに田光沼に生息する魚介類を対象に

調査を行った。(本文〉

ウイルス関係では，県民の風疹並びにインフルエンザ，パラインフルエンザに対する抗体保

有状況を調査したO

伝染病流行予測事業は，昨年に引続き日本脳炎感染源調査とインフルエンザ感受性および感

染源調査について実施したo (本文〉

なお，自主調査研究として小児気道感染症からのC型インフルエンザウイルスの検索を行っ

たo (本文〉

ウイルス関係検査件数

1. 風疹抗体検査

一般依頼検査 458件

保健所依頼検査 307件

県内三地区風疹抗体

保有調査(青森，八戸，弘前) 541件

2. ィγフルェ γザ検査

インフルエンザ流行予測感受性調査 120件

インフルエンザ流行予測感染源調査 206件

ベア血清 87件 分離 46株 (Aソ連型 4

3. 自主検査

A/New Jersey/8/76に対する抗体検査

豚 200件

A香港型 42) 

小児気道感染症からのC型インフルエンザウイルス検索

215件

パライ γフルエンザの抗体保有調査

119件

4. 日本脳炎感染源調査 200件
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微生物課依頼検査件数

依 頼 件 数

検 査 種 lW 
一般依頼 l 行政依頼

備 考

腸 内 細 菌 検 陽 性 O 

タ口z川z 生 虫 検

626 315 両 法 陽 性 13件1.3%

梅毒検査 ガラス板法陽性 18件1.9%
緒方法 626 345 

l緒 方 法 陽 性 3件 0.3%

サルモネラ菌，腸炎ピブリオ
食 中 f三主E主土 検 4 

| 腸球菌，病原大腸菌，ボツリヌス菌

魚、肉ねり製品 25 

食品検査|お総菜 48 大腸菌ネラ群菌陽陽性性 33件件 ((68.89P6Z〉〉
サルモ 114 (2.1 

冷凍食品 26 大腸菌群陽性 2件(7.7%) 

|一般細菌数陽性42件山初
295 不適格 107件一 大腸菌群陽性65件 (22.0%)

海水 49 大腸菌群陽性 65件 (22.0%)
水質検査
下水 2 

清掃

食中毒の細菌検査

iサシミ，エピフライ，酢もの|腸炎ビブリオ K15 
30 i 

1 魚のから揚げ等

サパの水煮，牛乳，みそ汁， I腸球菌(推定)
9. 27 I十和田市 320! 98 I 

カツ，タクワン，シュウマイ|病原大腸菌 0146 : K89 

8. 30 

l発生場所|雲 ~瓦原一一の|一一の
サルモネラ

354 i 184 I稲荷ずし，のり巻
Salmonella singapore 

発生月日

52. 8. 20 

60 

町地辺野
月

iq
L
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理化学課

1) 一般依頼検査

(1) 食品および容器包装

十食 査種 目

24 

甘味料 (4) 

若色料 (6) 

保存料 (5) 

発色剤 (2) 

漂白剤 (7) 

乳製品規格検査

ト

容器包装規格検査 3 

炭水化物，蛋白質，脂肪，水分. I | ちくわ，ヨーグルト，スープ，
9 I 灰分，カルシウム，ナトリウム，|

| 食肉加工品鉄， リン | 

l シアン，ヒ素，鉛銅， BHC， いわし，米，米飯，ジュース，
6 ! 
| DDT， ドリン剤，カドミウム | 山菜漬

他 3 I山塩川ネ山 (却問酒
計 I 51 I 

竺竺一副

有害性物質検査

そ の

(2) 水質検査

(力簡易水道全項目検査

原水

検査項 名体目

サッカリン りんごジュース，さきいか，
さんまのみりん干し，ちくわ

ちくわ，そうめん，山菜漬

ちくわ，さきいか，しょう油，
みそ

l すじ子
山菜漬，干し柿，数の子

タール色素

ソルビン酸

亜硝酸塩

過酸化水素，亜硫酸塩

比重，酸度，無脂乳固形分，

乳脂肪分，細菌数，大腸菌群
牛乳，乳飲料

フェノール，ホルムアルデヒド，
弁当箱

重金属，蒸発残留物，

過マンガン酸カリウム消費量
マホウピン用パッキング

同
国項ny

 
他局金4

E
 

ー』
A

1

，ム

pH，水可溶物，ヒ素，

塩酸可溶物，重金属，パリウム，

強熱減量，フッ化水素酸残留物

ケイソウ土

287件 (8，110項目〉

169件

浄水 118件

浄水118件中水質基準に不適となったもの 23件(19.5%)，不適となった項目は色度

9 ，水素イオン濃度6，塩素イオン 5，蒸発残留物5，アンモニア性窒素と亜硝酸性窒素

一一 6 --



の同時検出 4，マンガγ4，濁度4，大腸菌群3，一般細菌数2

仔) その他水質検査 141件 (613項目〉

(3) 温 泉

(ア)中分析 37件

泉質による分類

泉 質 件 数 百分率(%)

単 五竜 i且 泉 14 38 

食 塩 泉 14 I 38 

硫 酸 塩 泉 3 I 8 

硫 黄 泉 4 I 11 

そ の 他 2 I 5 

計 37 I 100 

げ)小分析 15f牛

このうち鉱泉と認められたもの7件

(め その他項目を指定した分析 8件 04項目〉

付) し尿放流水及び室内環境

(乃し尿放流水 84件 (425項目〉

げ) 処理水，流入水 12件 ( 60項目

(功河川水その他 69件 (424項目〉

料室内環境 12件 ( 12項目〉

(5) その他

洗剤の検査 1件 ( 1項目

活性汚泥，フロスの重金属検査 2件 (4項目〉
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2) 行政依頼検査

(1) 食品及び容器包装

検 査 種 目 i件数[ 検 査 項

食品添加物 66 

甘 味 料 (25) サッカリン

着 色 不ヰ ( 9) I タール色素

保 存 来ヰ (14) ソノレピン酸

発 色 剤 ( 2) 亜硝酸塩

漂 白 剤 (16) 過酸化水素

タール色素製品検査 i 7 I赤色問黄色4号

油脂 食 ロロ口 調 価

同 上

清涼飲料水の重金属検査| 6 I スズヒ素鉛鉄

食品中の PC B調査 241 PCB  

震菜去実首の残塁| ドリン

牛乳中の残留農薬調査 4 向上

容器の塩ピモノマー調査 6 塩ピモノマー

目 検 体 名

| 中仇ミ クリーム漬物
清飲料水

漬物，飴菓子，氷菓子

かまぼこ.ちくわ，漬物

すじ子

| 数の子，ゆでめん

I ~油肌菓 食用油ピ…ィ子，パター， ーナツ

上

|日めviる 以町そし

l りiんごL山す大か根tれいよ， い

| 食み用そ容問器 しよう腕器
学フ機タル合:食酸用エ食品ス及テびル玩調貝査の 1 

I DBP. DOP. PHP チヨコレー10 I DBP， DOP， PHP ジャム，ママレード，
おしゃぶり

回 I;事ミ坑銅亜鉛 山スープ皿おり紙

合成樹脂 容 の
ホルムアル製デヒド器調査 3 Iホルムード

言十

(2) P C B及び残留農薬による母乳汚染疫学調査 10件

(3) 水質調査

け) 受水槽以下給水施設水質調査

収) 部落水道フッ素含有量

48件(1，392項目〉

10件( 30項目〉

- 8一
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(ウ) 水質検査について(黒石保健所〉 3件 (87項目)

い) 畑作園芸試験場庁舎からの排水検査 2件 (20項目〉

(オ) 水質検査(弘前家畜保健衛生所〉

河川水 3件 (35項目)

助 北部衛生センタ一流域の水質検査について

岩木川 10件 (70項目〉

(4) 温泉中の硫化水素含有量と浴場における大気中の硫化水素含有量の調査

25件 (72項目〉

(5) I有害物を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づく家庭用品の試買検査

塩化水素，硫酸 5件

ホルムアルデヒド 9件

有機水銀 9件

3) 調査研究事項

(1) 魚介類中の有機塩素系農薬調査

51年度に引続き52年度も魚介類の内臓部，肉質部についてBHC，DDT，ドリン系の

有機塩素系の調査を行った。

内臓部に比べ，肉質部は低い汚染濃度であった。 調査件数 10件

(2) 魚介加工品の保存料(ソルピン酸〉の使用状況調査 調査件数 41件
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E 調査研究



青森県衛生研究所報 15， 11--17， 1979 

青森県湖紹における 01.botulinurn分布に

関する調査研究(第V報〉

山本耕 豊川安延大友良光川村正栄

緒言

ボツリヌス症の疫学的調査に伴なう1960年及び1970年

のボツリヌス菌(以下ボ菌〉分布調査において土壌及び

魚類より分離のE型ボ菌，本邦最初のF型ボ菌が報告さ

れて以来，本県におけるボ菌分布が次第に明らかとなっ

た。著者らは更にボ菌分布実態把握のため，未調査地域

ならびに魚介類を対象に調査を行う必要性を考え， 1973 

年より 5ヶ年継続調査を計画し現在まで4ヶ年に亘り調

査を行って来た。これまでの調査結果を要約すれば， E 

型ボ菌が土壌中に広範囲に亘り， F型ボ菌が局部的に分

布することが明らかになった。一方，検体増菌培養液中

にE型ボ菌毒素検出にも拘わらず，当該菌の分離困難な

る事をしばしば遭遇している。著者らはこの原因を究明

し， 1974年調査の 1検体より E型ボ菌に拾抗する

Kautterら報告の BoticinE生産菌を分離， 1975年は

同菌の分布をも同時調査した結果，この菌が土壌中に広

く分布しE型ボ菌被検体に混在する場合にE型ポ菌分離

障害の原因になることを明らかにした。 1977年は湖沼5

ヶ年継続調査の最終年度に当り，日本海側沼9ケ所なら

びに沼棲息の淡水魚について調査を行った。

調査地

調査地は青森県西津軽郡車力村の田光沼(沼岸線約6

km)同沼に流入流出の 3河川河口(山田川，山精川，出崎

放水)及び同村隣接木造町のツブ沼(沼岸線約1.3km)，

治右エ門沼(沼岸線約2.6km)，勘助沼(沼岸線約2.0km)

上沢部沼(沼岸線約1.8km)，平滝沼(沼岸線約4.0km)

タテコ沼(沼岸線約1.5km)，冷水沼(沼岸線約3.8km)，

長沼(沼岸線約2.2km)で，図1に示すとおり各沼は日

本海七里長浜に沿うて約20kmにわたり散在する。

被検体採取の時期及び地点

土壌採取点は図 1に示すとおり一連番号を附記した74

地点，検体は例年の分布調査における検体採取時期とほ

ぼ同時期の 5 月 9 日 ~14日に亘り行った。

被検体

土壌検体は各々沼岸線約500m毎の地点で、1辺1mの

三角形の各頂点より計3検体(各々 200g~300g)を土中

15cm~20cm の深さより採取，田光沼に流入流出の 3 河

川河口両岸土壌についても上述同様に，田光沼底土壌は

同岸約500m沖より採泥器 (EKman-BergeDridge， No. 

200 7-A)を用い 1検体宛を採取した。魚介類は田光

沼に棲息するもので漁師中村千代太郎氏より購入した。

検体の採取地，検体数及び種類は表IVこ示す。

表 52年度ボ菌分布調査における

検体採取地点数，検体数及び種類

|土壌|魚介
土壌検体1---'- '-=1一一一十一一

類

l採取11Q-H-*l.-I 1'<f< ~ 1J，4.H-*l.-1実験に用い
採取地|地点数|倹体数|種類|検体数|られた検体
| 数※

回光沼岸1 13 I 39 Iフ ナI 27 I 54 

田光沼底 6: 6 1コ イ 11 2 

山田川河口 4I 12 Iウナギ 1I 2 

出精川河口 1I 3 1ナ マズ 91 18 

出崎放水河口 1I 3 Iドジョウ 13I 13 

ツブ沼岸 8I 24 Iカラス貝 13I 13 

治右ェ門沼岸 5I 15 I竺 唱

勘 助沼岸

上沢部沼岸!

平滝沼岸1

タテコ沼岸|

冷水沼岸

長沼岸

計

使用培地

74 1 210 1 1 65 I 

※ドジョウ，カラス貝をのぞく他

魚類は鯨と腸に分けた検体数

調査方法

従来使用の肝片加肝臓ブイヨンでのボ菌毒素産生は一

般に微弱且つ遅延する傾向にあるので，増菌培地として

TPGYブイヨン培地を使用した。 LV寒天平板培地上

に真珠層形成ボ菌類似集落をTPGブイヨン培地で増菌

し， LVG寒天平板培地で、画線培養法を行った。ボ菌分

離株の生物化学的性状検査使用の培地は各種糖0.5%加

TPブイヨン〔トリプチカーゼ (BB L) 2.0%， NaCl 

0.5%，寒天末0.05%，チオグリコール酸ナトリウム(和

光)0.03%，Lーシステイン一塩酸塩(和光)JpH7.2を用
いた。牛乳培地は本所報記載方法で作成， ゼラチン液

化，凝固タンパク消化，インドール産生，硝酸塩還元に
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関する試験は上述 TPブイヨン培地を使用し， SM培

地(日水)， TS I培地(栄研〉で硫化水素産生を観察

した。

使用菌株及び抗毒素

分離株の生物化学的性状検査の比較対照菌としてE型

ボ菌岩内株 F型ボ菌株 Langeland，160， FH1 (以

上，弘前大学医学部細薗学教室よりの分与株〉及びF型

ボ菌小川原 1 (当衛生研究所分離株〉を用いた。抗毒

素は千葉県血清研究所より 500lUjAmpのA型 (A--

97)， B型 (B-QC，BーOKra)，E型 (35396)及び

200lUjAmpのF型 (Langeland)を購入し， 使用時に

11Ujmlに調整した。

検体処理及び増菌培養

土壌は 1検体 100gを容量300mlのコルベンに入れ，

これに滅[室生理食晦水100-200mlを加へ滅靖アルミホ

イルで、蓋をし上下に強く数十回振量後10-20分間静置，

土の耳、粒を沈澱させ， この上清液全量を 3000rpm30分

間遠心し， 沈誼 (1-3 g) にTPGY ブイヨン

4mlを加え混和，その半量づつを 12mlTPGYブイヨ

ン培地2本に接種し， 1本は60"C20分間加熱，他の 1本

は耐熱性A，B， F型ボ菌及び易熱性E型ボ菌の混在を

考慮し， 100"C 20分間加熱後30"C7日間増菌培養を行っ

たO 又，魚介類については， ドジョウ 1匹を，カラス貝

は偲を 1検体とし，他の魚類は腸部と鯨部の2検体に分

け，乳鉢中で麿砕乳剤後に上述同様に増菌培養したO

ボ菌毒素証明及びボ菌分離

増菌TPGY培養液中のE型ボ菌毒素は増強するが，

他方においては培養期間中に消失する傾向がみられるこ

とにより 2日目及び7日目培養液について 2回にわたり

毒性試験を，又，毒素証明，毒素型及びポ菌分離につい

ては本所報記載方法で、行った。

結 果

検体増菌液の毒性試験において，土壌210検体のうち

表Eにみられるようにマウス致死65検体(31%)を得，こ

れについて中和試験を実施した結:果， 48検体 (22.9%)

にE型ボ菌毒素を証明した。 E型ボ菌はE型ポ菌毒素証

明48検体中18検体，又，ボ菌毒素陰性の 1検体，計19検

体より分離した。他型のボ菌毒素 (A，B， F)及びポ

菌は検出きれなかった。各土壌検体からのボ菌毒素型，

検査集落数及びボ菌分離の詳細は表Eに示した。

経目的に行った毒性試験において E型ボ菌毒素証明

48検体中45検体 (94%)が2日目培養液で証明され 7

日目において同検体のE型ボ菌毒素は消失した。他のE

型ボ菌毒素証明3検体 (6.3%)は 7日目培養より証明

した。又 E型ボ菌毒素証明検体は， 60"C 20分間加熱処

理の増菌液より得られたが， 1oo"C加熱ではボ菌毒素及
びボ菌は共に検出されなかった。各沼におけるE型ボ菌

表E マウス致死の土壌65検体からの
ボ菌毒素証明およびボ菌分離成績

長常生降雪(善措liiliF自分離株名
田光沼底111 11 E 1刊 | 

1f1 21 1 181 1但) I田光一1

31 31 1 601 

41 41 E 1 24l|  

51 51 ' 1同 l

I~l1 61 E 1 33 
面五五肩 8I 1 I I吋 一一一

田光一3

皿IE I 判 3但) I田光一4

9 1 n 1 E 1 321 1但) 1田光一5

11lm l I 101 

川 EI ~~I 
59 

n I E 58 
皿 E 60 

16 I 1 1 E 1 111 

1旧) 田光一9

n I E I 29 l(同 田光一10
m I E 4 1 (回 田光一11

却 I~ I E I ~~ 
211m I E 1 651 

E 

田 18 

23 I 1 E 27 

E 41 

E E 39 

山田川河口I7 
田光一2
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長引[器障害|事221312割分離株名

ツブれ岸i331
1 
I E I 
57
1 

l iEl E l 叫 l
よ右エ門氾岸，135 I II I E I 41 

1E[3:[2(E)?日 -1

滝沼岸川7I II I E I 1O[ 8但) I平滝一1

I 48 I II I E I 51 

I 51 I II I E I 判9但) I平滝-2

タテコ i1'"， γ11E1~I I 

lulll::l l 
63 I 1 I E I 61 1但)降水-1

1:lJl 
65 I 1 1 E 1 51 

m 1 E i 31 1但) I冷水 2 

毒素は表Eに示すように，調査沼9ケ所中6ケ所より検

出された。調査地点数よりの検出率では，タテコ沼75%

田光沼69.2~0. 田光沼底50%. 治右ェ門沼40~0. 平滝沼

及び冷水沼の37.5.%. ツブ沼12.5~0. 特に，田光沼に流

入流出河口(出精JI1100%. 出崎放水 100%. 山田川75

%)は高率であった。又，各倹体数に対する E型ボ菌毒

素検出率は，地点数より得た各沼検出率の順位と若干異

表国 各沼，河口における E型ボ菌毒素証明

地点数. E域ボ菌毒素証明検体数及び

E域ボ菌菌分離検体数

検体採取IE 7W I E 担IE 刑
|ボ菌毒素|ボ菌毒素!ボ菌分離

i召，河口|証明地点数|証明検体数|検体数

a )1 b)1 c) 
日光沼岸 9(69.2) 1 15 (38.5) 1 6 (40) 

田光沼底 3(50 ) I ~l (50 ) I 1 (33.3) 

山田川ベ 3 (75 ) I 7ー2 (28.6) 
出精 J11 ?i守口! 1川 3 (ー 1山

由州 1…3(… 1 (33.3) 

ツブ沼岸 I1 (… 2(83〉lO

治問一 2(40 〉12…1(50 ) 
勘助沼岸! 0 I 0 I 0 

K沢部沼岸 I 0 I 0 I 0 

平沌沼岸 3(… 3…2 (66.7) 
タテコ沼岸 3(75 ) I 5 (41.7) I 3 (60 ) 

冷水沼岸 13(375〉l5川 2(40 ) 

長沼岸 I 0 I 0 I 0 

1※ |※|※  
計 |29(39.2) 1 48 (22.9) 1 19 (39.6) 

a)一各沼，各M口調査地点数に対する百分率 (財)
b)一各沼，各河口検体数に対する百分率 (%) 
c) -E型ボ菌毒素の証明検体数に対する百分率(%)

※一一調査総地点数 E型毒素証明総検体数およびE型

分離総検体数に対する百分率(%) 小数第 2位

以下四捨五入
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3~33ツブ沼22・
2;主f2726÷・121

司『・L 司、ー~O

っア 35 治右工門沼

j事

車力村

日

64昭ふ
4;にζ';:::r43 上沢部沼

72 73 74 

ぐ戸ごマ6ibi 
71 70 ム 長沼
調査地における土壌採取地点及びE型ボ菌分布図

本

-F弘
• 3 55 

人仁子÷タテコ沼

3 .ーー-...Lーー、

-1-・c::::=:ご

d63Jつγ60 収i召

図1

なるが図 Iにみられるように局部的にあるいは散在的に

濃厚汚染を示し，タテコ沼，特に田光沼周辺土壌中にE

型ボ菌が濃厚に存在することが明らかにされた。

魚介類よりのボ菌分離成績は表Nに示すように，フナ

27検体より A型ボ菌1株 F型ボ菌2株，ナマズ9検体

より， A型ボ品11株 F型ボ菌3株，計A型ボ菌2株，

F型ボ菌5株をそれぞれより分離した。ウナギ及びカラ

ス貝よりはE型ボ菌毒素のみを証明し，数回の分離を試

みたが， E型類似の真珠層形成菌集落は検出されなかっ

た。上述魚類よりボ菌毒素及びボ菌は60"C分間加熱処理

検体の鯨部より検出されたが， 1000C 20分間加熱処理よ

平滝沼

たっぴ

田光沼

出崎放水

木造町

-ー検体採地点(地点は番号で示す)・-E型ボ菌毒素証明地点
分数分母は採取検体数
j力子はE型ボ菌毒素証明検体数

りはボ菌毒素及びボ菌は共に検出されなかった。田光

沼魚類より A型ボ菌検出された事実より， 同沼の魚類

及び沼水について再調査を実施した。検査方法は沼水

1，000mlを3，000rpm30分間遠心し，その沈査を 12m1

PGYブイヨン培地に移し， 60
o

C20分間加熱後30
0
C7日

間培養し，既述方法によりボ菌毒素証明ならびにボ菌分

離を行い，魚介類検体についても上述と同様に検査を行

った。この結果， 表Vに示すように沼水検体中 2検体

(22.2，%)にE型ボ菌毒素を証明し E型ボ菌は1検体

に分離されたコ魚介類118検体よりのボ菌毒素及びボ菌

のいづれも検出されなかった。分離株， E型ボ菌20株の
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再調査，魚介類検体及び沼水検体

からのボ菌毒素証明，ボ菌分離成績

魚介類|検体数同菌毒素証明 |ボ菌分離険体|分離菌
検 体 IT'J<.f't'W<.1検体数と毒素型|数と毒素型|株名

沼水 1 9 1 2 但) 1 1但) 1 Aq~l 

ナ 1
27

1 O 

ナマズ! 141 0 
ドジョウ 1 671 0 

カラス貝 1 10 1 0 

表V

フ

表W

生物化学的性状は表VIに示す如く必らず、しも一致しなか
った。即ち，ガラクトース分解3株，イノシット分解7

株，サッカロース非分解2株であった。 F型ボ菌5株の

性状は，クソレコース，マルトース， トレハロース，デキス

トリン，サリシン，ソルピット，フルクトース，サッカ

ロースを分解，牛乳及び凝固タンパクを消化し，ゼラチ

ナマズ

ナマズ

ナマズ

分離菌株 E 型菌の生化学的性状表羽
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ンを液化，硝酸塩還元及びインドール産生は陰性，硫化

水素を産生し， 比較対照株の F型ボ菌株小川原-1，

FH1. 160， Langelandの性状に総て一致した。なお，

分離株A型ボ菌性状に関する成績は別に本所報で述べ

TこO

考察

本調査のE型ボ菌毒素証明率22.6%は1975年調査成績

25.6%に匹敵する。このことは，日本海側及び太平洋側

の湖沼においてE型ボ菌はほぼ同程度に分布することを

示している O 特に河川1M口でのE型ボ菌濃厚分布は1975

~1976年の調査においても証明されている O 神i沢，小野

ら，徳地ら，も河川河口における高率な分布を述べてい

ることから， この分布形態は一般的なものと思われる

が，河川に流入する支流及びその周辺，水田，畑地，宅

地，山林等の土壊における詳細なボ菌調査において検討

されない限り本質的には明らかでないと思われる。今回

のE型ボ菌分離は従来のそれに比して極めて高い，この

ことはE型ボ菌に桔抗する boticinE生産菌が全く欠如

していることから容易に推定される O 又， E型ボ菌毒素

証明約60%の検体より当該菌を分離し得なかった原因と

しては， E型ボ菌発育増殖に拾抗作用を及ぼす Closto-

cin，パクテリオファージ，好気性菌，通性嫌気性球菌，

Cl. bifermentans (著者未発表)，及び未知クロストリ

ジウム属，好気性菌等の関与が考えられるが，本間害に

関しては目下検討中であるO ボ菌分離の選択培地のない

現在， boticin Eの抗菌活性を利用した画線培養法はE

型ボ菌分離を従来より容易にし，本法はE型ボ菌調査研

究に不可欠と思われる。

増菌培養液中のE型ボ菌毒素の消失に関し，唐島田は，

E型ボ菌と BacilIussubtilis の混合培養において E

型ボ菌毒素は活性化と共に減弱の傾向を認め，その原因

とし，細菌性由来蛋自分解酵素作用によるものと推定し

ているo Tjabergは 7日間のトリプシン作用におい

て蛋白非分解B， E型ボ菌毒力が減少すると述べ，著

者らも E型ボ菌， Cl. sporogene sの混合培養において

一旦産生されたE型ボ菌毒素が培養5日目で完全に、消失

することを経験しているが，このことも混在細菌由来の

蛋白分解酵素関与が想像されるO

A型ボ菌分離例は一般に欧米に多く，本邦において

は，宮崎らは八丈島におけるガス壊痘1例からの分離が

最初で，以後，若松ら，納富，児玉ら，坂井ら，による

報告にとどまるO 今回の調査では魚類由来A型ボ菌分離

は本邦で最初であるO 本魚類棲息、沼におけるE型ボ菌分

布は高率であるのに比し， A型ボ菌及びF型ボ菌は低率

であるが疫学上重要な意味をもっ，即ち，最初の汚染は

同魚類棲息沼一帯に，次に沼流出の支流河川，更らに流

入先日本海に及ぶ可能性を示しているO 又，汚染魚類の

漁獲は，他への連鎖的汚染の原因となり得ることも推測

され，ボ菌の疫学上，又，将来の食品衛生上留意されな

ければならなし、。

なお，本成績の一部は第31回日本細菌学会南北支部総

会，第86回弘前医学会例会び第13回青森県環境保健部職

員発表会において発表した。
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淡水魚より分離したA型ボツリ
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糖分解用培地は， TPプイョ γ基礎培地〔トリプチカ

ーゼ (BBL) 2%， r、~aCl 0.5%，粉抹寒天(和光)

0.05%， L システイン一塩酸塩0.03%，チオグリコー

ル酸ナトリウム 0.03%Jを用い，これに 0.5%に各種糖

を加え， pH7.2に調整し， 4.5ml宛ネジ什試験管(Pyrex，

13-100)に分注し， 110
0

C 10分間高圧減直後急冷した。

接種菌量は3TC48時間培養の肝片加肝臓ブイヨン培養液

O.lml宛とし， 成績判定は 37
0

C48時間培養液に 0.2%

BTB液0.2mlを滴下し， 糖無添加培養液の色彩変化と

比較して行った。硫化水素の産生はTSl寒天(栄研〉及

びS1M寒天(ニッサン〉を使用して観察したO

今回分離した菌株は秋田，カナダ山来菌株と比較する

とほぼ同'の性状を示したが，デキストリン非分解性で

ある点秋田Ltl来菌株とは異なり， また硫化水素産生は

S 1M寒天3日培養で、弱陽性で、あったが， TS  I寒天で

は5日培養でも陰性もしくは極めて弱し、産生を示し，対

照菌株とは確実に異なる成績を示した。一方，分離菌株の

TPGブイヨン30
0

C5日間培養液の毒力は，マウス腹腔内

接種で培養液1ml当り6.3X 104マウスLDooであった。

A型ボツリヌス菌分離例は欧米で比較的多いが，我国

においては， 1944年伝研の宮崎らが八丈島でガス壊痘患

者の1例から C1.septicumとともに検出したのが最初と

され，以後若松ら，納富，児玉らによる土壌からの分離

報告例及び坂井らによるボツリヌス食中毒患者の糞便か

らの分離報告例があるにすぎなし、。今回はA型ボツリヌ

ス菌を我国で初めて魚類より分離した。このように魚類

がA型ボツリヌス菌に汚染していた事実は，同魚類棲息

沼一帯及び沼流出入河川，更には，その流入先である日

本海におけるA型ボツリヌスI当の分布を示唆する点で一重

要であ r)，今後における我国食品衛生上沼志すべきこと

と考えられる。

本報告は1978年第88目弘前医学会例会において発表し

た。
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1977年野辺地町に発生したボヅリヌス食中毒

山本耕一豊川安延大友良光川村正栄

まえがき

青森f県内におけるボツリヌス食中毒は1976竿までに確

定9件(患者25名，死者10名)，推定3件発生している

が，最近2年間は連続して発生， 1955年から1956竿時に

匹敵する最悪の状態になっている O 更に，本年12月一土北

郡野辺地町において第10件目の確定発生があった。木文

では，その発生概要，細菌学的検査及び原因菌の汚染源

調査について報告する。

発生概要

七戸保健所調査資料によると， 1977年12月5日上北部

野辺地町字米内沢のY.S. (女性46才〉と S.S. (女性

72才〉は，午後6時30分から午後7時頃迄r':1家製「イワ

シいずし」を摂食した。その後，Y.S.は12月7日午前6

時噴から眠吐 (2回)，下痢 (2回)の症状が出始め，

翌8日公立野辺地病院に入院し，斎藤邦夫医師の診断に

より限峨下垂，口渇，瞳孔散大，尿閉，嘆声， r可腕脱力
及び若干の腹部膨満感の諸症状が確認され，同日午前11

時10分七戸保健所にボツリヌス食中毒発生との連絡があ

った。患者と同一摂食者である S.S.は発症しなかっ

た。また，疫学調査により11月28日頃他家族4名も同一

「イワシいずし」を摂食していた事実が判明したが，い

ずれも無症状であった。なお，患者Y.S.は入院後直ち

にボツリヌス抗毒素血清の注射をうけ，経過良好で12月

20日に退院した。

七戸保健所調査によると， 推定原因食品は自家製の

「イワシいずし」で，その製造方法は次のとおりであるO

患者は10月19日にイワシ 6kg程について，頭部，内臓及び

骨を除去し 4日間水道水中で血出し後， 10月23日に自

家栽培の人参とキャベツ，市内商庖より購入の唐ガラシ

とコウジを米飯に混合し， 合成樹脂製容器に漬け込ん

だ。イワシの入手経路は表1に示した。

表 1 rし、ずし」材料イワシの入手経路

上磯(平館)，野内，久栗坂のいずれかの沖合

(漁獲月日不明)

青森魚類株式会社

↓10月18日頃
野辺地町S商庖

↓10月19日頃
10kg程を患者が購入

1. 原因菌検索

1 )被倹体

細菌学的検査

12月8日午後3時20分送付の合成樹脂製容器中の「イ

ワシいずし」約2kgと患者血液5m1 (12月8日午前12

時前後に採血)，同月 12日午後6時送付の患者糞便(同

日午前10時採便〉約 1g程をf刷会体とした。 しかし，

「イワシいずし」については多量であったため，魚、肉部

分を中心に約20g宛博上部よりの6f免体，下部よりの14

検体計20t実体を対象とした。

2)検査方法

被検体の前処理は次の如くであるo iイワシいずし」

については，これに滅菌生理的食塩水を等量に加え，乳

鉢中で乳剤とし，患者血液については，これを1500rpm

10分間遠心して血清を分離し，患者糞便については，等

量にストレプトマイシ、ノ加滅菌生理的食塩水(ストレプ

トマイシン濃度が750r/m1になるように〉を加え，30分

間宰温放置した。次に，患者血清以外の前処理被検体を

3000rpm30分間遠心，上清については， 0.1%にトリプ

シン (Difco，1 : 250)を加えて3TC1時間放置後，その

0.5ml 宛を16~18gのマウス2匹の腹腔内に接種して毒

性試験を行い，沈澄については， 1エーゼをLV寒天平

板培地で3TC48時間嫌気培養 (GAS PAK法)する

一方，約19を10mlTPGYブイヨン培地に接種， 600C 

20分加熱処理後， 30
0Cで増菌培養したO 毒素型決定には

最初lIU/mlのE型ボツリヌス診断用抗毒毒血清(千葉県

血清研究所製〉を用い，中和を認め得ない場合には，同

単位のA，B， F型抗毒素血清を用いたo E型ボツリヌ

ス菌分離には，当衛研で考案した画線培養法を用いた。

2. 原因菌の汚染源調査

「イワシいずし」に使用した材料中，どの材料に原因

菌が存在しているかを推測する目的で，下記26倹体につ

いて本調査を行った。

1 )被検体

イワシ;13検体(上磯5，野内 3，久栗坂5)

患者購入時のものは既に得られず， 12月20日上磯(平

館)， 野内沖合で漁獲されたものの-部(各々 23匹， 15 

匹〉を青森魚類株式会社より購入する一方，久栗坂沖合

で1978年1月9日漁獲の18匹を青森市漁港久栗坂支所よ

り分与を受けた。漁獲地ごとにイワシ 4匹宛(一部は 2

~3 匹宛〉の鯨をまとめて 1 検体として扱った。
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患家の畑の土壌;12検体

「し、ずし」に使用の人参，キャベツ?と患家の白家栽培

によるもので，土壌からの汚染も弐 〉れ， 12月20日野

辺地町大月平にある患家の畑の土壌 200~300 gを土中

15~20cmの深さより採取した。

また，原因菌の汚染状態調査のため，患家排水の沈澱

物 l検体をも検査に供した。

2)検査方法

ボツリヌス菌毒素証明及びボツリヌス菌分離倹査は従

来の方法で行った。

結 果

1. 原因菌検索結果

「イワシいずし」検体のpHは4.2であり， 20倹体総て

にE型ボツリヌス菌毒素が証明された。しかし，患者血

液及び糞便からの毒素証明は陰性であったO また， 1"イ

ワシいずし」検体より E型ボツリヌス菌(野辺地株と命

名)を分離したが，糞便からは分離陰性であった。これ

らの検査経過の概略は表2に示す。

表 2 原因菌検査経過の概要

年月日[時刻| 検査経過 (備考

1伊 lfi1J研iこボツリヌス食中毒発生|午前，昭和52年
12月8日 |の電話連絡。 I忠者入院

15~11 I七戸保健所より「イワシし、ず|
iしJ1樽，忠者血液届く口 1 

1600 I被倹体の前処理開始。 1

1900 I増菌分離培養開始。 1 

2030 I マウス毒性試験開始。 | 

2180 I 1"イワシいずし」検体のマウ!
スがボツリヌス症を呈し始めl
fこo

2155 1 E型抗毒素血清による一存素仁1.11
和試験開始。 I

2200 1 1"がイワシいずし症」検舞体のマ始ウ
スボツリヌスで死し
めた口

21|55 ||Aる毒，素B，中和F塑試抗験毒開素始血。清によ

2210 

9日I 8
30 
I型|イ抗ワ毒シ三い血ず清しに」倹中和体総さてがE
素 れた口

12日I1800 忠者糞便が届く口

20日 患者退院
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2. 原閃薗の汚染源調査結果

各険体とも48時間及び 4日間の増菌培養液についてマ

ウス毒性試験を行った結果，野 r 沖今より漁獲のイワシ

3 t食体中 1検体にE型ボツリ Fス百毒素を証明し， E型

ボツリヌス菌(野内株と命名)も分離したつしかし，

他の検体については毒素， TIB}(' cJ¥こ陰陀であった。分離

株の生物化学的性状はE型ボツリヌス菌岩内株と一致し
可-

，、~O

考察

本事例の細菌学的投査で，忠者食べ残し「イワシいず

しJ1樽より選択した「イワシいずしJ20険体総てにE

型ボツリヌス菌毒素が検出された。このことは1976午の

発生事例のように， 1"し、ずし」中，部分的に毒素が産生

されていた場合とは異なり，摂食者全!支が極めて危険な

状態にあったことを示す。従って， 患者と同一摂食者

s.s.と，それより約10日前に摂えした家族4名が発症
しなかったことは，不幸lニドの幸いと百わざるを得ない。

また，患者糞便からはE型ボ、ソリスス菌毒素，菌ともに

陰性であった。これは患者糞便が抗毒素血清治療開始4

日経てから検体として用いられたことによるものと考え

られる。

次に，原因菌の汚染源調査により，患者県食イワシと

は漁獲日は異なるが，同一場所由来とJ住定されるイワシ

4匹の鯨の混合検体から E型ボツリヌス菌を分自仕したっ

この事実は， たとえ偶発的な成績であったと仮定しで

も，本症例との関連性を示唆するものとの印象を免れ得

ず，今後の険討に値する。この点に関L，当街生研究所

では青森県漁港におけるボツリヌス菌分布調査を行って

考察を加える予定であるD

本事例では医師の診断と治療が早かったこと，並びに

毒素引決定倹査が早かったことにより忠者は死を免れ

件たが，県内では1975年， 1976年及び本事例と連続3年

二十3件(確定2例，推定1例〉のボツリヌス食中毒が発

生しているので，より一層の注意が必要である O

本県におけ』るボツリヌス症は，今回を含めてE型ボツ

リヌス菌によるものがほとんどであるが， 1956年にB型

薗による症例もあり，また，弘前大学及び当街生研究所

の県内におけるボツリヌス菌分布調査で， E型菌の他に

A， F型菌も分布している事実から，今後これらによる

ボツリヌス食中毒発生も十分考えられるの

本症例は1978年第13回青森県環境保健部職員研究発表

会， 1978年第87凶弘前医学会例会において発表した。
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Clostridiurn spo問問nesいより州生される

耐熱性パクテリオシン

山本耕一 豊川安延

緒百

パクテリオシンに関する総説に記載されている如く，

パクテリオシン産生菌種は好気性細菌に多いようにみら

れる。嫌気性細菌由来のパクテリオシに関し Kautter

ら(1966)のboticinEは100
0

C20分加熱処理でもその活

性を保持し， E型ボツリヌス菌(以下E型ボ菌) C1. 

perfringens， Cl. acetobutylicumに対して拾抗作用を

示すことを述べているoAnastasioら(1971)はboticin

Eは蛋白非分解性B，E，F型ボ菌及び 1--3種類の炭水

化物分解能において E型ボ菌と異なる菌， boticinE産

生菌に対し抗菌活性を示すを述べている O 山本ら(1975)

はKautterら報告のboticinE産生菌を分離，その拾抗作

用は， E型ボ菌，他クロストリジウム属菌のうち特に C1.

fallaxに強いことを述べているO 上田，高木ら(1972)

はB型ボ菌の産生する boticinBはクロストリジウム属

菌における蛋白分解性菌 A， B， F型ボ菌及び C1.

chauvoeiだけの発育を間害し，その作用は80
0

C5分の

処理で井全に不活化すると述べ， Lauら(1974)は無毒

E型ボ菌によって自然に産生したノくクテリオシ boticin

PはE型ボ菌，無毒E型ボ菌及び蛋白非分解B型ボ菌の

発芽増殖に桔抗作用を示し，パクテリオシン活性は60
0

C

30分加熱で完全に不活化されると述べているoHongoら

(1968)は非病原性グロストリジウム属菌の産生パクテ

リオシン ClostocinA， D は100
0

C30分において極めて

熱安定性を有し，その作用はボ菌，クロストリジウム属

菌及ひ、パチルス属菌の発育を回止すると述べ， Ogataら

(1972)は Cl.saccharoperbutylacetonicumの産生

パクテリオシン Clostocinはクロストリジウム属菌

buty l-butyr icのある菌株に対してのみ活性スベクトル

を有するとしている O 上述以外の嫌気性菌の産生パクテ

リオシンについては.Betz， Andersonら(1964)は C1.

sporogenesの産生パクテリオシンは70
0

C10分加熱によ

り活性を失うとし，内山(1966)は Cl. perfringens 

のパクテリオシンは56
0

C10分で不活化されるとしてい

るO 上述の多くは易熱性であるのに反し，耐熱性パクテ

リオシンは boicinE， Clostocinに限られ，通常記載の

パクテリオシンの如く，高い特異性を有し，同種及び近

縁細菌だけに作用するように思われる。

大友良光 川村正栄 山本 一一一
回
目

著者らは1975年のボ菌分布調査において boticinE産

生菌とは異なる耐熱性パクテリオシン産生菌種目株を分

離した。同菌の生物化学的性状ならびに拾抗性に関する

知見を報告する。

実験材料

供試菌株

1) 分離株耐熱性パクテリオシン産生菌は次に述べた

実験過程において分離した。

日75年青森県湖沼のボ菌分布調査)こおけるE型ボ菌分

離率は19.4%(Emlボ菌毒素証明72検体中14倹体〉であ

った。この分離率の低い原因は既述の如く， Kautterら

のboticinE 産生菌の混在によることは明らかである O

従って，本研究の目的は boticinE産生菌発育に拾抗す

る耐熱性パクテリオシン産生菌株を分離し E型ボ菌被

検体中に混在する boticinE産生菌に作用せしめ， E型

ボ菌分離を容易にする，この考えに基づき前述， 1975年

ボ菌分布調査の際使用の検体について当該菌分離を本所

報記載方法により行った。この結果，スポット試験にお

いて，土壌284検体中12検体 (4.23%)に，魚類73検体

中2検体(ドジョウ34検体より)，節足動物 19検体中 1

検体(カニ 1検体より)，に検出され，貝類10検体よりは検

出されなかった。計，魚介類及び節足動物 102検体中3

検体 (2.39%)に指示 boticinE産生菌GB--3及びE

型ボ菌岩内株に対する発育阻止を認めた。本パクテリオ

シン様物質の活性は10
0

C30分加熱で不活化しなかったO

表 1に示す如く，当該菌はE型ボ菌分離困難であった9

検体(このうち boticinE産生菌混在3検体を含む)，

又ボ菌毒素及びボ菌が検出されなかった 6検体， 計15

検体より43株分離された。分離菌株は集落の形態及びス

ポット試験における同一成績を考慮し， 1検体より 1株

を選び上述15検体よりの分離株数を15株として実験に供

した。その代表株の同定試験をパスツール研究所に依頼

した結果， Cl. sporogenesとの返答を得た。著者らは

本 C1.sporogenesの産生する耐熱性ノくクテリオシン

様物質を sporocinと命名し実験に供した。

2) 比較対照として以下に示す菌種を使用した。 E型

ボ菌岩内株， boticin E産生菌株GB--3，A型ボ菌株A

Corn Col-l 0 T， B型ボ菌株 Lamanna，C型ボ菌2
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で37"C48時間培養， この増商培君主液

を100
0

C30分間加熱し冷却後300Crpm

30分間遠心，上清液を 0.45-;"ペア

フィルターで憶過し，これを spcri'in

液として実験に供した。各型ボf

ロストリジウム属菌及びパチルス!完了可

に対する sporocinの感受性は回線培

養により行った。

生物化学的性状試験

炭水化物分解については，各種糖

0.5%加TPブイヨン培地に， 各被険

菌の37
0

C48時間肝片加肝蔵ブイヨン培

庁
/ 

Cl. sporogenesの分離成績

※ l 分離菌株数
菌|検査 L--i
|※1 ※ Cl. 

集落数 IE型ボ菌IBotiさn i Sporogenes 
I F' "菌|

2 

6 
A
せ

1
A
1
i

1 

1 

1 

養液u由を毛細管ピペットを用いて接
種し，3TC 48時間培養後， 0.2%BT 

B 水溶液を滴下，酸形成の有無を観察

牛乳の凝固消化， ゼラチン液

化，凝回蛋白の消化，インドール産生の

有無，硝酸塩還元等の試験は本所報に

※ 1975年ボ菌分布調査成績より転記 基づいて行った。

株 CβStockholm， DAKAR， D型ボ菌 M'DOUR ボ菌， Cl. sporogenes T-5両菌芽胞混合培

DAKAR， F型ボ菌2株 Langeland，202F， B. subtilis 養におけるボ菌毒素産生の経目的変化

P C 1 -29， B. natto青森株は弘前大学医学部細菌学 C1. sporogenes産生の sporocinはE型ボ菌発育に

教烹よりの分与株， B. cereuヴユルツブ、ルク、、株はヴ司ユ 拾抗作用を及ぼすことにより，他型A，B F型ボ菌に

ルツブ‘ルグ大学よりの分与株， B. cereus山形2株， B. ついても以下に述べる実験を行ったo 1<[Jち Cl.sporo-

cereus 札幌No.4株は山形県衛生研究所及び札幌市衛生研 genes T-5に対するA，B， E， F型ボ菌の各菌芽胞

究所よりの分与株， B. subtilis A T C C 6633は当衛生 数を既必比率て、混合， 30"Cで培養し，検出ボ菌毒素の7

研究所保存株，他クロストリジウム属菌16株は金沢大学 日間に亘る経目的変化を調べ，史に7日間混合培養液の

医学部細菌学教宰よりの分与株， boticin E産生菌KS 各々より 0.2mlをとり， O.lmlはLV寒天培地平板上に

-1は当衛生研究所分離株である。 塗抹，3TC48時間嫌気培養後，ボ菌集落を観察した。他

使用培地 のO.lmlはTPGYブイヨン培地に移し， 30'C 3日間継

肝片加肝蔵ブイヨン培届，TPGブイヨン培d，TPG 代培養後，毒性試験を行った。又，同7日間継代培養液

YブイョJ島地は増菌及び抗菌性物質産生目的に， LV  を蒸留水で洗浄後， 遠心 3000巾 nを 3目くりかえし行
寒天平板培地位真珠層形成菌分離に， LVG寒天平板培 い，その沈査の一部をLV寒天培地平板上に塗抹後， 37 

地住画線培養に使用したo生物化学的性状検査に用いた OC48時間嫌気培養，他の一部はTPGYブイヨン培地に

TPブイヨン基礎培地は次の組成による O トリプチカー 移し30
0

C3日間培養，それぞれにおけるボ菌集落及び毒

ゼ (BB L) 2.0%， NaCI0.5%，寒天末(和光)0.05 素産生を調べた。
毒性試験

%， Lシステイン塩酸塩(和光)0.03%，チオグリコー 山

C1. sporogenes， T-5各型ボ菌の混合培養における毒
ル酸ナトリウム(和光)0.03%， pH7.2に調整し， 4.5ml

素産生過程を検討した。ボ菌毒素活性化のため，混合培
宛ネジ付試験管 (Pyrex，13-100)に分注， 110

0

C 10分
養液に0.1%にトリプシン (Difco: 250)を加え， 37

0

C 
間高圧滅菌，急冷後使用したO

1 時間放置し，その遠心上清0.5ml を15~20gのDDK
精製芽胞

雑種マウス腹腔内に接種， 3日間観察した。又， トリプ
芽胞の精製は本所報記載方法により，芽胞数は最確数

γ ン処理を行わない混合培養液についても，毒性試験を
で求めた。

実施した。
画線培養法による sporocinに対する感受性

分離株 Cl.sporogenesT-5をTPGYブイヨン培地

した。
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F. Langeland 

Cl. sporogenes I (判 (d)(d)付 (d)(d) (d)付 (+l付け

ATCC 25762 I + +十一十十十一十

〉内は Bergey'smanual of determinative bacteriology， 8th ed， 1974.による O
〉以外は， +…陽性…陰性， D…消化を示す。
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分離株

Cl. sporogenes + 十+ D + + + 十十十

Clostoridium属菌及びBacillus属菌に
対するsporoclnの感受性

検菌株名

表4

Cl. sporogenes ATCC 25762 

Cl. perfringens BP 6 K 

Cl. butyricum IFO 3315 

Cl. novyi typeA 14) 

Cl. bifermentans 82-8J 2 

Cl. scpticum Fenter 

Cl. tertium ATCC 14573 

Cl. tetani HA-47 

Cl. cochlearium ATCC 17787 

Cl. fallax ATCC 25754 

Cl. sphenoides ATCC 19403 

Cl. indolis ATCC 25771 

Cl. haemolyticum 4507 

Cl. histolvticum 3 

Cl. chauvoei CH 6 

Cl. pasteurianum ATCC 6 -13 

B. subtilis ATCC 6633 

B. subtilis PCI-29 

B. natto 青森株

B. cereus ヴユルツブ、ルグ株

B. cereus 山形No.2株 | 

B. cereus ホL~No. 4株|

…強い感受性， -1-. ・・~~し、感受性
十十…Hlfと十の中間の感受性，一…感受問なし

|感受性の有無

卜

什

十卜
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被

で，芽胞は卵円亜端在性，鞭毛は周毛性であり，集落は

真珠層を形成した。生物化学的性状においては，グルコ

ース，マルトース，トレハロース，グリセリン，サリシン，

フルクトースを分解し，デキストリン，ソルピット，ア

ドニット，ガラクトース，ラクトース，サッカロース，

イノシット，マンニット及びマンノースは非分解性，牛

乳ならびに凝固蛋白を消化し，ゼラチンを液化，硫化水

素を産生し，インドール産生及ひ、硝酸塩還元は陰性であ

った。又，本菌はマウスに対して毒性を示さなかった口

総ての分離株の性状は上述成績に一致した。 Bergey記

載の見解をとれば，本菌の性状は，表2に示す如く Cl.

sporogenesと同定し得ると思われるO しかし，比較対

照株 Cl.sporogenes (A T C C 25762)とは異なる性状

で，パクテリオシソ様物質を産生しない点においても，

[可菌聞の1斗ー状に大きな相違が認められた口史に，本|当は

毒素産生をのぞいては Bâ'~菌株 Lamanna の性状に類

似するo sporocinは，表3，表4に示す如く， A型ボ菌

Corn 1 Col--l OT， B~ボ商 Lamanna ， E型ボ菌

- 25-

Cl. botulinum及び、boticinE生産菌に

対するsporocinの感受性

| 感受性の有無

A型 Corn1 Col-1 OT + 

B型 Lamanna + 

C型 I凶

C型 C戸8tockholm
D型1¥1刊fグ'DOURDAKAR 

E型岩内 | 十
F型 Langeland 十

F型 202F 十

bo出 n E生産菌 GB-3 + 
" " K 8ー 1 十

十…感受性有り

一…感受性無し

表3



岩内 FL;!lボ菌Langeland 二感生を示し， クロスト

リジウム属直161朱に対しては Cl.perfringens. 

Cl. butyricum. Cl. novyi typeA. Cl. septicum， 

Cl. tertium. Cl. cochle arium;こ感受性を示し，特に

Cl. cochleariumに対しては強く作用したっ他のクロス

トリジウム属菌及び、バチルス属菌に:土，非感受性であっ

た。各型ボ菌， CI. sprogenes T -5両菌混合培養のボ

菌毒素産生の有無，及びボ菌毒素産生の経日的変化の成

績を表 5~8 に示した。A型ぷ菌 Corn 1 Col-l OTの

毒素産生はCI.sporogenes T-5に対する芽胞放の比率

1 : 10， 10: 1， 100: 1で証明し， 1 : 10の割合では認

められなかった。同毒素は7日間に亘り証明され， 7日

間培養液よりの継代培養液ならびに洗浄沈濯の継代培養

液では証明されなかった。更に7日間培養液及び洗浄沈

澄の塗抹培養においても， LV寒天平板上にA.Corn 1 

Col-l， OTの集落形成は認められなかった。 B型ボ菌株

Lamannaの毒素産生は， Cl. sporogenes T-5混在の

総ての比率上において経目的に7日間に亘り証明された

が，7日間培養液の継代的養液及び洗浄沈澄の培養液より

は証寸]されなかった。又， LV寒天平板上においても，同

ボ菌集落形成が認められなかった。 E担ボ菌岩内株の毒

素産生はどの比率上におし、ても証明されたが，培養5日

目で同毒素の消失が観察され，継代培養における岩内株

の毒素証明及び菌分離はし、づれも陰性であった。 F型ボ

菌株 Langelandの毒素産生は，C1.sporogenesT-5vこ

対しての芽胞数の比率が 10:1，100: 1の場合に認め

られ， Langelandvこ対し Cl.sporogenesT-5の芽胞数

が同率又はそれ以上の比率では，同ボ菌毒素は証明され

ず，継代培養においても，同ボ菌の分離ならびに毒素証明

は陰性であった。E型ボ菌岩内株 C1.sporogenes T-5 

両菌混合培養液における毒性試験において， 24時間培養

のTPGYブイヨン液中の E型毒素は， トリプシン処

理，未処理に拘わらず増強が認められた。又，他型A，

B， F型ボ菌， C1. sporogenesT-5の混合培養液中

においても，ボ菌毒素活性化が観察された。

表5 A型ボ菌， Cl. sporogenes T-5両菌芽胞混合培養における毒素産生の経目的変化

試験管内芽胞数 |芽胞数の割合| 却される毒素の経日的 l7日間培養11日間培養液
~-一一一一一Ico-;:-o lCu[-::r-OT!--ilL<I--1一一丁一丁一--1液を更に継|の洗浄沈憧を

A型 |一.......__，....r.._r....... 一一- i | | | 1 1 | |代 3日後 1継代， 3日後
C~o~n 1 Col-1 oTlsporogene~ riCl. rn J 1 2 I 3 4 I 5 I 6 I 7 の孟性 |の毒性

T-5isporogenes T-51 i -~'lIF I-L. 

100 lel.joi81.1-!.i • 
100 !01010101010101 0 

100 10000 1 100 !01010101010101 0 

100 1000 1 10 18181.，.1818i・o
100 100 1 1 1-1-10101・1@19l O 
000 100 10 1 1 • I • I • ! • 1 • I • I • 1 0 
10000 100 100 1 I • I • i • ! • 1曲 1.101 0 

9
0
0
0
0
0
0
 ....A型ボ菌毒素検出

0・・・A型ボ菌毒素不倹出

去6 B型ボ菌， Cl. sporogenes T--5両菌芽胞混合培養におけhる毒素産生の経目的変化
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7円問培養液
の洗浄沈出を
継代3日後の
毒性

E型ボ菌， Cl. sporogenes T-5両菌芽胞混合培養における毒素産生の経目的変化
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F型
Laneglanb 

100 

100 

100 

100 

1000 

10000 

(1960)は Cl.sporogenesとの混合培養に際し E型ボ

菌の毒性は著るしく増強すると述べ，唐島田(1961)は

Bacillus subtilis， E型ボ菌の混合培養で Bacillussu. 

btilisの作用はprotoxinを活性化，次で毒素を破壊し，

毒力を低下せしめると述べ， Tjaberg (1973)はトリプシ
ン7日間作用により蛋白非分解B，E型ボ菌の毒性が減弱

すると述べている O 本実験の CLsporogenes T-5と

の混合培養にみられる E型ボ菌素の活性化に引きつづく

その減弱ならびに消失は， Cl. sporgenesT-5の有す

るトリプシンの如き作用する蛋自分解酵素の存在に基く

ものと推定される。同混合7日間培養液の継代培養より

はボ菌毒素及びボ菌発育増殖を認め得なかったことは

sporocinはボ菌に対し致死的に作用するものと推測さ

れる。かくの如き，ボ菌と Cl.sporogenes T-5が共存す

る場合， boticin E産生菌と同様，ボ菌の増殖障害をもた

らすことは容易に想像される O 又，ボ菌分離の障害は，

Clostocin， boticin B， boticin P，ノミクテリオファージ，

好気性菌，通性嫌気性グラム陽性球菌，Cl.bifermentans 

察考

本菌の産生する sporocinは蛋白分解性ならびに非分

解性ボ菌に対し作用するが Anastasioら報告の蛋白非

分解性ボ菌に作用する boticinE及び上回，高木ら報告

の蛋白分解性ボ菌に作用する boticinPとは異なる抗菌

性活性を示した。更らに抗菌スベクトルにおいて Hongo

らの報告の Clostocinはノくチルス)再菌に感受性である

のに反し， sporocinは非感受性を示し， 両パクテリオ

シンの活性は 100
0

C30分加熱により不活化しないことに

一致するが，その作用においては全たく異質のパクテリ

オシンであるo Cl. sporogenesは土壌中に広く分布す

ることが報告されているが上述の如く，その産生する

sporocinの抗菌性活性は従来報告のパクテリオシンと

は異なる。本菌はE型ボ菌毒素検出にも拘わらず，当該

ボ菌分離困難な検体に多く混在する事実から両菌は生態

学的に係わり合いを有するものと思われるが同菌に関す

る詳細な調査研究が行われない限り明らかでなし、。一

方， ボ菌毒素活性化及びボ菌毒素減弱化に関し， 中川
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(著者未発表)の混在により一層困難，複雑化すること

が考えられ，ボ菌選択培地がない現在，容易にボ菌分離

を可能ならしめる方法の開発が望まれる。他方，

sporocinに対し，特に Cl.cochleariurnは強よい感受

性を示したことにより，本菌の分離同定に役立つものと

思われるO 上述， Cl. sporogenesT-5により産生す

るsporocinの応用については，今後検討する予定であ

るO
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ヌス食中毒の推定原因食品より分離

した1ボヅリヌス菌発育阻止菌

ボヅリ

一一
一回目山本大友安延正栄JII村 良光

実験方法及び結果

1. UK株の性状

UK株はグラム陽性球菌で，二連鎖を成す場合が多

L 、。また， H 1 AとLVAに塗抹して好気性及び嫌気性

培養を試みた結果，両培養条件でも同程度の発育を示

し，通性嫌気性菌であることが判明した。その生物化学

的性状は表1に示す。

表 1
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諸 言

1975年11月，青森県上北郡野辺地町でボツリヌス食中

毒と推定された1例があった。この発生に際し，当衛生

研究所では推定原因食品「イワシいずし」及び食中毒関

係場所より採取した検体について細菌学的検査を行った

が，ボツリヌス菌毒素及び菌ともに検出きれなかった。

そこで，ボツリヌス菌検出不可能な因子としてボツリメ

ス菌に桔抗作用を示すパクテリオシン生産菌の存在につ

いて検討した結果， Iイワシいずし」より E型ボツリヌス

菌芽胞の発芽増殖を閉止する多数のグラム陽性通性嫌気

性球菌が分離された。更に1977年12月，同じく野辺地町で

発生したボツリヌス食中毒に際しでも， Iし、ずし」より

上記球菌が多数分離された。

著者らは，この菌がボツリヌス食中毒原因食品及び自

然材料からのボツリヌス菌分離に重大な影響を及ぼすと

考え，この菌のボツリヌス菌に対する発育阻止機作及び

自然界における分布度合について若干の研究，調査を行

ったので、報告するO

実
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次に， UK株細胞2X 109個についてTPGYブイヨン

培地中で耐熱性試験を行った結果， 70
0C 20分加熱に耐え

るが， 80
0

C 20分加熱では死滅した。更に， 耐塩性試験

を行った結果， UK株は 13%という高j農度の食塩含有

TPGYブイヨン中でも， 37"C96時間培養後に若干の増

殖が認められた。 UK株の同定は目下検討中である O

2. UK株のポツリヌス菌発育問止機作の究明

UK株の抑制作用がし、かなる作用機作であるかを究明
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1. 使用菌株

ボツリヌス菌発育阻止菌株として， 1975年のボツリヌ

ス食中毒における推定原因食品「イワシいずし」より分

離した球菌を UK株(海菌株)と仮称して用いた。ま

た，発育阻止試験には A型ボツリヌス菌 Corn1 

Col--1 OT株，蛋白分解性B型ボツリヌス菌 Lamanna

株， E型ボツリヌス菌岩内株， F型ボツリヌス菌Lange-

land株を用いた。

2. 使用培地

TPGYブイヨン培地，肝片加肝臓ブイヨン培地，

ハートインヒュージョン寒天培地 (H1 Aと略，栄研)，

LV寒天培地 (LVAと略)0 H 1 AとLVAは， その

20ml宛を平板に固めて使用した。

UK株分離試験に供し主;こ検体

1978年の青森県漁港を中心にしたボツリヌス菌分布調

査で採取した魚類159倹体，海岸砂243検体計402検体。

4. 嫌気培養方法

ガスパック嫌気システム (BB L)を使用したO

5. 使用エーゼ

内径2mmのエーゼを専用した。

ヰオ験

3. 



する目的で，下記の立IJく作製した芽胞を用いて実験を行

った。

1 ) ボツリヌス菌芽胞の作製

肝片加肝臓ブイヨンで30'C48時間培養した各毒素型ボ

ツリヌスI菌株を3枚宿のLVAに塗抹し，3TC 5日間嫌

気培養後形成した集落をかき取り， 50%ェタノール加滅

菌蒸昭水に浮遊させて30分間放置し，これを滅菌蒸留水

で3回遠心洗樵後10m1滅菌蒸留水に浮遊させた。次に，

滅菌蒸留水で、10倍階段希釈し， 各々 0.lm1宛を 5m1の

0.05%寒天加TPGYブイヨンに接種し，3TC 3日間培

養後発育状態を調べて生菌数を算定した。

2) UK株のボツリヌス菌芽胞に対する発育阻止試験

pH7.2に調整した 1%グルコース含有及び、グルコース

不含有HIAにボツリヌス菌芽胞5X 106個を塗布し，

これに3TC24時間及び、48時間培養したUK株とその培養

液の0.45μフィルター漏過液を各々 1エーゼ宛スポット

し，3TC24時ー問嫌気培養した。その結果， フィルタ -i慮

過液及び、グルコース不含有HIAにスポットしたUK株

には，ボツリヌス菌発育阻止作用は認められず， UK株

を1%ク、、ルコース含有HIAにスポットした場合にのみ

各毒素型ボツリヌス菌に対し著明な発育回止作用が認め

られた。

以上より， UK株のボツリヌス菌発育阻止効果は，パ

クテリオシンやノくクテリオファージによるものではな

く， UK株の増姫に伴う培地 pHの変化によるものであ

ることが推測された。

3 ) 各pHに調整したHIA上二 ;;3けるUK株及びボツ

リヌス菌株の発育度合と発奇後のpH変化

前記実験iこより UK株のボツリヌス菌発育問止効果が

培地pH変化によるものであると推測されたので，この事

実を一層明確にするために， 1. 0きざみで pH5.0~9.0に

調整した 1%グルコース含有及び不含有HIA上にUK

株及びボツリヌス菌を 1エーゼ宛スポットし，3TC24時

間嫌気培養後各集落の pHをpH試験紙にて測定して検討

した。 接種菌量は， UK株の場合は3TC24日寺間培養液，

ボツリヌス菌株の場合は 1m1当り 1X 107個の芽胞液で

あった。培地のpH調整には， 酸性側は1O%HC1溶液，

アルカリ性側は10%Na2 C03溶液を用い， pHの測定に

は， BPB， BCG， MR， BTB，CR， TBの各pH

試験紙を用いた。試験紙による pH測定には極力注意を

払ったが，土0.2程度の誤差はあると考えられる。本実

験の結果は表2に示す如く UK株は広い発育pH域を

持つが，ボツリヌス菌はpH5.0近辺以上でなければ発育

しないことが判明した。各菌株とも発育至適pHは7.0で、

あったが， pH9.0でも十分に発育した。特にUK株及び

F型ボツリヌス菌株の発育度合は， いずれの pH域にお

いても他菌株に比べ顕著であった。また，各菌株の増殖

による培地 pHの低下はグルコース含有HIAで認めら

れたが， グルコース不含有 HIAでは認められなかっ

た。これはし、ずれの菌ー株もグルコース分解性であるため

と考えられるO 特にUK株は，グルコース含有培地を用

いた場合，培地pH低下効果が著るしく，培養前の培地

pHが7.0でも増殖により4.8まで低下させた。 このpH域

では，ボツリヌス菌芽胞の発芽増殖は回止される。

表2 各菌株を各pH調整HIAにスポットして培養した場合のpH変化

』ー一一一一一一-ー 培地中のグルコース|
の有無 | 右 金基

培養前の培地 pH 5.0 

培養後の培地 pH 4.6 4.8 

各菌株培養後のpH

UK株

A型菌株

B型菌株

E型菌株

F型菌株

4.2 5.2 

発育なし

育なし

発育なし

発育なし

4) 各pHvこ調整したHIAにおけるUK株のボツリヌ

ス菌発育阻止度合に関する実験

UK株増殖後の pH低下によるボツリヌス菌の発育抑

制度合を肉眼的に観察するために本実験を行った。

上述同様に pHを調整した 1%グ、ルコース含有及び不

有 無ト有 無|有 無|有 無

6.0 

6.2 6.2 I 6.4 6.6 I 7.6 7.8 I 8.4 

4.2 

6.0 

5.8 

5.4 

6.0 

6.2 

6.2 

6.4 

6.2 

6.2 

4.8 

6.4 

6.4 

6.4 

6.4 

7.6 

7.8 

7.8 

7.6 

7.8 

5.4 

8.4 

8.4 

8.0 

7.4 

8.4 

8.4 

8.4 

8.4 

8.4 

含有H1 Avこ各毒素型ボツリヌス菌芽胞5X 106個を塗

布し，乾燥後TPGYブイヨン培地で3TC24時間培養し

たUK株を 1エーゼ宛スポットし，これを3TC24時間嫌

気培養して発育問止帯の幅及び集落の pHを測定した。

発育回止帯については， UK株集落の縁からボツリヌス

- 30 



菌発育部位までのIp~を 0.5mm 単位で測定した。その結

果，表3に示す如く. UK株のボツリヌス菌発育阻止

作用は培地中にグルコースが在存し， 初期調整培地 pH

が低い時に，より大きく現われた。また F型ボツリヌ

ス i岩に対する UK株の発育~日止度合はún菌株lこ比較して

若干低いが，これはF型ボツリヌス菌の旺盛な増植によ

るものと忠われる。

表 3 各毒素型ボツリヌス菌.を各pH調整HIAに塗布後. UK株をスポットして培養した

場合の pH変化とUK株の阻止帯形成能力

無|有 無|有

UK株 pH 4.0 / 4.2 6.2 4.6 6.8 4.8 / 6.4 
A型菌株 pH 5.4 6.2 5.6 7.0 6.4 / 7.4 

|阻 止 帯
発育なし 2.5mm - 1.0mm - 0.5mm / 痕跡

4.2 / 4.4 6.2 4.6 6.6 5.0 / 5.4 
B型菌株 pH 5.6 6.2 5.6 6.6 6.8 / 8.2 
阻止帯

発育なし 2.0mm - 1.5mm - 1.0mm / 痕跡

UK株 pH 4.2 6.2 4.4 6.4 5.0 / 5.4 
E型菌1* pH 5.2 6.2 5.2 6.4 6.4 / 8.0 
回 止 fT壬h』'A 発育なし 3.5mm 1.0mm 0.5mm / 痕跡

UK株 pH I 4.0 / 4.8 6.4 4.8 7.2 5.4 / 5.6 
F型菌株 pH 5.6 6.4 5.6 7.2 6.0 / 6.4 

阻 止 →市廿 発育なし 1.5mm - 0.5mm ー / 

培地中におけるグルコースの有無| 有

培養前の培地 pH 5.0 

A型菌株塗布

B型菌株塗布

E型菌株塗布

F~~菌株塗布

3. UK株の分布

常法により被検体を増菌培養しこれをLVAに塗抹

して37"C48時間嫌気培養後，集落の所見からUK株と思

われる菌を釣菌してTPGYブイヨン培地に接種し. 37 

"C24時間培養後にその 1エーゼをE型ボツリヌス菌岩内

株芽胞5X 106個塗布のHIA平板にスポットし. 37"C 

24時間嫌気培養後発育阻止帯の有無を観察した。間止帯

形成菌については，純分離後グラム染色を行ってその形

態を検査した。その結果，魚類159検体中29検体(約18.2

%).土壌243検体中113検体(約46.5%)にUK株が存

在した。

考 察

本実験により，著者らが分離した球菌UK株は，その

増殖過程で、グルコースを分解し，培地 pHを著しく低下

させることによりボツリヌス菌発育を閉止することが判

明した。

一般に，細菌の発育が培養基 pHに大きな影響を受け

ることは周知の事実である O ボツリヌス菌に関しても

1957年神沢ら. 1958年唐島田ら. 1962年安藤らにより，

E型ボツリヌス菌が炭水化物含有ブイヨン培地中で

Streptococcus lactis. Lactobacillus vulugaris. 

Staphylococcus aureus， Streptococcus cremoris， 

Lactobacillus arabinosis等の菌と共存した場合，そ

無|有 無 i有

6.0 7.0 8.0 

金正

9.0 

/
/
/
一
/
/
/
一
/
/
/
一
/
/
/

れらの菌の増殖により培地 pHが低下し E型ボツリヌ

ス菌の発育が回止されることが報告されているO 本論文

では. UK株が通性嫌気性菌であったため，平板培地を

使用し， より単純な方法で pH低下によるボツリヌス菌

発育阻止の事実を確認し得た。

pHの影響による細菌増殖のι抗的関係は， 細菌の分
裂時間，培地中の栄養条件及び種々の物理的要因に大き

く左右される。 UK株がボツリヌス菌芽胞塗布平板に発

育問止?ffを形成したことは，ボツリヌス菌芽胞の発芽増
殖より UK株の増殖が早いことによると思われるO この

ことは，同一ブイヨン培地中にUK株とボツリヌス菌が

共存した場合，ボツリヌス菌分離が極めて困難になるこ

とを意味する。本実験で明らかなように，UK株は魚類，

土壌などに多く存在している O 従って，ボツリヌス食中

毒原因食品及び自然材料からのボツリヌス菌分離試験に

は， 増菌培養前に UK株を死滅させる必要があるO ま

た， UK株に限らず，ボツリヌス菌よりも発育旺盛で培

地 pHを極端に低下させる菌は，自然界には多数存在す

ると考えられ，ボツリヌス菌分離率を高めるために，今

後，これらの菌についての調査研究が要求される。

文 献

1 ) 山本耕一，他:1975年 11月野辺地町に発生のボツ

リヌス症と推定される1例.青森県衛生研究所報， 14. 

- 31一



11-12， 1976. 

2) 山本耕一，他:1977年野辺地町に発生したボツリ

ヌス食中毒.青森県衛生研究所報.15， 20-22， 1979. 

3) 中村豊，他:岩内郡島野村に起ったボツリヌス中

毒について.北海道衛研所報，特報， 1952. 

4) M同ler，V. and Scheibel， 1. : Preliminary 

report on the isolation of an apparently new 

type of Cl. botulinum. Acta Pathol. Microbiol. 

Scand.， 48. 80， 1960. 

5) 山本耕一，他:青森県湖沼における Clostridium

botulinum分布に関する調査研究(第E報).青森県

衛生研究所報， 13， 61-69， 1975. 

6) 山本耕一，他:青森県漁港における Clostridium

botulinum分布に関する調査研究.青森県衛生研究

所報， 16. (投稿準備中). 

7) 神沢謙三，飯田広夫 1し、ずし」中におけるボト

リヌスE型菌の毒素産生阻止に関する実験的研究(第

2報).北海道衛研所報， 8， 33-33， 1957. 

8) 唐島田隆， 井上勝弘:ポトリヌスE型菌の発育と

毒素産生に及ぼす好気性菌群の影響について.北海道

衛研所報. 9， 58-66， 1958. 

9) 安藤芳明，唐島田隆 1し、ずし」におけるボツリ

ヌスE型中毒発生防止に関する研究.第6報.毒素産

生に及ぼす乳酸菌の詰抗作用.北海道衛研所報， 13， 

50-53， 1962. 

- 32一



青森県衛生研究所報 15， 33--34， 1979 

集団流行性扇桃咽頭炎患者より分離した

A群T11型溶血性連鎖球菌

豊川安延

まえがき

大友良光

阿部幸一

A群溶血性連鎖球菌(以下A群溶連菌〉は常在菌とし

て広く分布し，住紅熱をはじめ，諸種感染症を起こすこ

とが知られ，その重要性から本菌の感染症に関する研究

が多くの報告例にみられるO

今回はA群溶連菌によると思われる集団感染症の細菌

学的検査成績を報告する O

発生概況

1977年9月下旬より10月上旬にかけ，青森県中津軽郡

岩木町津軽中学校の在籍生徒数604名中474名 (78%)が

発熱，頭痛，咽頭痛，倦怠感を主訴とする症状を呈し，一

部の患者はジフテリヤ様症と診断された。 9 月 28 日 ~30

日において患者数322名中36(11.2%)の欠席により 10

月1日及び10月5日の2回に亘る休校処置がとられた。

(弘前保健所調査〉。

被検材料

集団発生忠者中，比較的重症の17名，その家族患者8

名，計25名の咽頭粘液を滅菌綿棒で擦過採取，又，肩桃

上の白膜をも採取，これらを0.1%グルコース加ブイヨ

ンに入れ検査に供した。患者血清中のT型凝集素価測定

のため，同集団忠者24名より発病時血清及び発病 1-2

週間後の患者回復期血清を採取し使用迄一20
0

Cに保存し

7こO

検査方法

β溶連菌の分離には5%ヒツジ脱線維血液方nハートイ
ンフユウジョン寒天培地を用いた。

分離株のA群所属への推定は小株の分類に従L、， T型

別凝集反応にはA群T型別免疫血出(東芝化学)を使用

した口患者血清中のT凝集素価測定は， T凝集抗原を作

成，被検血清中のA群特異凝集素吸収後，マイクロタイ

タ一法により実施し，薬剤感受性試験には3濃度感受性

デスク(栄研)を用いた。ジフテリア菌検索は成書記載

方法に従い，一部の検体についてインフルエンザウイル

スの検査を実施した。

結 果

生徒17名中16名 (94%)，家族8名中8名(1005約計

25名中24名 (96%)より A群溶連菌T11型を分離したo

p溶血を示した集落は 24倹体に多数検出され，各検体10

川村正栄

石川和子

佐藤允武

個の検査集落は総てT11型であった。 T11型凝集素価は

ベア血清24検体中3検体(急性期20倍回復期 160倍，急

性期40倍回復期160倍，急性期20倍以下回復期640倍〉に

有意上昇がみられ，本菌の抗体産生が推定される。他の

ベア血清においては有意差は認め得なかった。分離菌25

株の薬剤耐性試験ではペニシリン (0.5，2， 10u)，ア

ミノベンジルペニシリン (2，5， 20mcg)， エリスロ

マイシン (0.5，2， lOmcg)，テトラサイクリン (5，

10， 30mcg)，ロイコマイシン(2， 5， 15mcg)，コリ

スチン (50，100， 300 u )に感受'性， カナマイシンの

5， lOmcgに耐性， 30mcgには感受性，スルフイソキザ

ソール(5， 150， 300 u )に対しては非感受性で総て同

一成績を示した。ジフテリア菌及びウイルスの分離は陰

性であった。

考 察

国内におし、て分離されたA群溶連菌主要菌型の10数年

に亘る推移は宮本らにより報告され，同報告の最近(1970

--1974年〉の患者由来T型別菌型はA群溶連菌3480株中

において12型52.67%，4型20.51%，1型7.64%，6型

4.51%， 22型3.99%で， 11型は0.66%に，その分離頻度

は極めて低い。一方，健康者学童保有率においては，長

谷川，本間らは1971~1974年の調査において新潟県の小

学校低学年児童より溶連菌1351株中91株 (6.7%)はT

11型に属することを述べ，塩JlIらは 1969~ 1971年に沖

縄，波照島の小中学校においてA群233株中75株 (32.2

%)が，石垣島ではA群42株中14株 (33.3%)がT11型

に属し他型菌に比し優勢的なることを，他方，他菌型の

分布にはかなりの変動があるのにT11型だけは固定され

ていることを報告，岡田らも 1971~1972年，波照島及び

石垣島の中学校学童を対象に調査を行い T11型はA群

34株中12株 (35%) にみられ，小学校 4~6 年及び中学

校 1年に多いと述べた。同調査団は上述検査対象者の検

診を行ったが心疾患ならびに溶連菌感染を疑わがしめる

疾患は 1例も見出されなかったとしている O 又，森田ト

は秋田県におけるA群溶連菌T凝集素保有状況調査にお

いて，約13%T11型抗体の保有率を述べている Oこのこと

から同県における同菌の分布が推定される口 T11型の分

布は地域により変動を示し，その病図的意義については
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明らかにされてなし、。中沢，田中らは摘出屑桃内溶連菌

検出に際しT11型分離を述べ Larsenは咽頭炎，喉頭

炎を起こした号、者より T11型 T9型を分離している O

前述，宮本ら報告を考慮すると本型は上述疾病に関係を

有するものと思われるO 今回の集団感染に|察し，極めて

高率に分離されたT11型はその主役を演じたものと思わ

れる O なお本症発生校におけるT11型の保有状況に関し

ては今後調査の予定である。

稿を終るにのぞみ，文献，菌株分与について御配慮い

ただいた秋田県衛生科学研究所微生物部長森田盛大先生

ならびに本調査に御協力をいただし、た岩木町国保診療

所，坂本登先生に深甚なる謝意を表する。

本検査成績の要旨は第62回弘前医学総会において発表

した。
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症

1979 

1977年に経験したサ/レモネ

15， 35-36 青森県宿生研究所報

フ

野目允武佐藤 昌子判

8月20日，野辺地町の祭礼に供されたとすし::: ('v、な

りずし，のり巻の詰め合せ)を共通摂食していることが

判明した。摂食者354名中184名 (52%)が発病した。症

状は激しい水様性下痢， 腹痛， 発熱を主に区気， 頭

痛，悪感戦i原等であり，発病者は若年者に多く，且つ症

状も激しかった。

3) 原因食品(推定〉

原因食品と推定される=すし=は同町某仕出店製のも

のであるo

4) 検査対象物

摂食からかなり時間が経過していたため，検査時に同

食品はなく，患者11名の便を検査対象とした。

5) 検査結果

サルモネラ様細菌が11名中8名から増菌法により分離

された。分離株の生化学的性状はすべてサルモネラ菌に

一致し，市販のO・H血清で、調べたところ，表1に示す
ごとくであった。

柿崎貞子キ1森キヨウ

緒 言

サルモネラ感染症は社会環境の改善が進められつつあ

るにもかかわらず，近年増加の傾向にあり，さらに，交

通機関の進歩による諸外国との交流に伴い，我国におい

て多くの新しい血清型が見られるようになってきた。

我々は1977年，集団食中毒としては極めて珍らしい

Salmonella (以下 Sal.)singaporeによると推定され

る例と最近増加がみられる Sal旬 orぷこよる感染例を

経験したので，その概要を報告する。

症例 1

1 ) 探知状況

1977年8月23日，野辺地某内科胃腸科医院から七戸保

健所に疑食中毒患者来院との連絡あり，翌24日間保健所

から町立野辺地病院への照会に対し，共通食品を摂食し

た患者24名が来院，食中毒として取扱をしている旨，回

答があった。

2) 発生状況

1 n. ，lEJ b.. .4.，'EE 1 0血清O混合血清10混合血清|
l株名 I(A~E4) I (F~O) I Cl 
1 I H ・U l 十 一 十 一一一一一一一十一+-

2 I K・UI 十 一 十 一一一一一一一十一+-

A.TI 十 一 + 一一一一一一一+ー+
Y.TI 十 一 + 一一一一一一一+- + -
T・Si 十 一 十 一一一一一一一十一+-

E ・S I 十 一 十一一一一一一一+ー+-

9 I M・NI 十 一 + 一一一一一一一十一十一
11IY.SI + 一 + 一一一一一一一+ー+-

※1 : en I1.X Sa1. singapore: O-Cl群 (6.7)，H -K ( 1)， en.X(ID 
※2 1 1. 2. 5. Z6 Sal. escanaba" " ""  ， en.Z15CII) 

SB1. chester : 0 -B群 (4.5.12)，H-ehCI)， en.X(II) 

Sal. sandiego" " ""  ， en.Z 15C II) 
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Sal. chester， Sal. sandiegoで家兎を免疫し X，

Z15因子血清を作製， 分離菌と凝集反応を行ったところ，

すべての分離菌はX因子血清に凝集，従って，分離菌株

は Sal.singaporeと同定した。

我国における本菌の分離はほとんどなく，

すなわち o血清Cl，H血清K，enに凝集し，
Kauffmann-whiteの分類により Sa1.singaporeか

Sal. escanabaのいずれかと推考された。

両菌種の相違はH抗原E相のX因子， Zl5因子の保有

如何にあることから，それぞれの因子をもっ まして集団
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食中毒原因菌としては極めて稀有と思われる。

症例2

患者5才の男子，昭和52年4月25日，発熱，下痢，腹

痛を， 27日には粘血便を訴えて黒石病院へ入院した。病

初期の便を大学病院中央検査部へ依頼した。 5月1日ほ

ぽ症状が改善し 5月4日退院した。退院時の便検査が

当衛研へ依頼されてきた。

中央検査部からは，分離菌の0，H抗原検査から，

Sal. derby， Sal. agona， Sal. essen， Sal. hato， Sal. 

kingston， Sal. budapest， Sal. bechuanaのいずれか

の菌が検出されたとの報告を受けたが，当所における分

離菌も同様な態度を示した。

そこで両分離菌は同ーと考え，当所分離菌で免疫血清

を作製し，詳細に検討したところ，表2に示すごとく，

表2 験試定同の
)

、、J

〆，、、

!
※
G
 

H

一

(

H

 

株

群

離

B

分

O
※G:g.m.s.t 

免疫血清(分離株) : OH価 51，200， H価 6，400 
(ウサギ〉

吸 収 原 |ド|ヨ詰制al 問 enSal. ki凶王u山H叫官 t) 
(g. m) (g. s t) (g.m.s) (f. g) (m. t) (g. t) (f. g. s) 

吸 収 前 3，200 3，200 <:100 200 <:100 3，200 6，400 

吸 収 後 <:100 <:100 <:100 <:100 <:100 <:100 <:100 

分 離 株 (H.S) 12，800 1，600 3，200 12，800 12，800 6，400 <:100 

Sal. essen (g.m) <:100 <:100 100 800 3，200 100 <:100 

Sal. kingston (gふ t) 6，400 <:100 400 1，600 6，400 1，600 <:100 

Sal. hato (g.m.s) 1，600 <:100 <:100 100 <:100 800 く100

Sal. derby (f.g) く100 土100 ぐ100 <:100 <100 士100 <100 

Sal. california (m.t) <100 <100 400 <100 く100 く100 <100 

Sal. budapest (g.t) 400 <100 400 400 3，200 く100 く100

Sal. agona (f.g.s) 600 1，600 3，200 3，200 6，400 6，400 ぐ100

Sal. agonaによりすべての因子が吸収されたことか

ら分離菌を Sal.agonaと同定した。

本菌は最近，我国でもかなり分布しているようであ

るO

なお，本稿の要旨は第62回弘前医学会総会にて発表し

TこO
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ンフルエンザウイノレスの検索

37-42， 1979 

気道感染小児からのC型イ

15， 青森県衛生研究所報

幸武允藤佐 章キ

まで県病小児科を訪れた 3~6 才の気道感染小児を主に

対象として， 咽頭ぬぐし、液各月 20検休前後を目標に総

計215を採取した。

日〉被検血清:215患者のうち，41例からベア血清を

得た。また，年令別抗体価測定の 7才以上の血清は同期

間中，青森市内医療機関から無作為に得たものであるO

以上の被検材料はし、ずれも使用まで一70'Cあるいは-

20'Cに保存した。

2)ウイルス:H 1ならびにCF抗体価検査に用いた

抗原はC/青森/741朱で，前者は鶏卵培養の羊水，後者は

鶏卵感染羊膜を処理したウイルス外S抗原であるO

3 )細胞 :C型「イ」ウイルス分離のための細胞は9

日前後の発育鶏卵で，同時にC型「イ」ウイルス以外の

ウイルス分離をも対象にJ1 N E T， H E A J ，Hep#2， 
L-132，MDCK細胞を併用した。継代はし、ずれも 2代

目までおこなった。

4)分離ウイルスの同定:分離したウイルスはインフ

ルエンザではHI法，その他のウイルスでは Schmidt

Pool免疫血清および単免疫血清を用いた中和試験によ

るマイクロ(一部チューブ〉法でおこなった。

実験成績

1 )月別，年令別検査数，分離ウイルス数

月別，年令別検査数ならびに分離ウイルス数を表 1， 

2に示した口

辺渡子和!
 
l
 

'
l
s
J
 
石部

緒 言

A型ならびにB型インフルエンザウイルス(以下， B 

型「イ」ウイルスなどと略す〉は最近の生物化学の進歩

に伴い，かなり詳細なところまで明らかにされてきた。

しかしながら C型「イ」ウイルスはウイルスそのものの

性質はもとより，病原性，存続様式等疫学的にも不明な

点が少なくなく，最近では分類学的な位置付けさえも疑

同視されてきているO

わが国におけるC型「イ」ウイルスの分離例は1964年

の山形を始めとして， 1971年の北海道， 1974年の青森，

1977年の宮城等でその数は限られているO

本ウイルスは血清疫学的にみれば，わが国は勿論，世

界的にも非常に高い保有率を示18弱虫社会に普遍的存
在の様相を呈している O

特に， 4， 5才頃より急激に抗体獲得者が増える傾向

がみられるが本ウイルスの人に対する病原性は分離例が

少なく，明らかでなし、。

これらのことから，著者らは今回，初感染年令と考え

られる，主に 3~6 才の気道感染小児を対象とし，通年

にわたりウイルス分離ならびに血清学的調査をおこなっ

たので‘報告する口

材料ならびに実験方法

1 )被検材料

i )ウイルス分離材料:1977年5月から1978年4月

阿

月別，年令別検査数ならびに分離ウイルス数表 1
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表 2 月 別分離 ウ イ ノレ ス と 分離数

|…[  月数 ムシプス エンテロ ア ア ノ 許、、 ノレ rζ ヌ、
|ィンーザ| 未同定

5 l 1 

6 6 HsNt (3) 2 

7 O 

4 1 
CoxB-2((11) ) 
CoxB-5 Adeno 3 (1) 

1 CoxB-4 (1) 

10 CoxB-5但)
Adenol((11) ) 
Adeno 6 simplex (2) 2 

11 O 

Adeno1(((111) ) ) Adeno2 
12 3 Adeno 3 

1 2 HsN2 (2) 

2 11 simplex (1) H3N2 (10) 

3 I 4 Adeno 2 (1) simplex (1) HHsINN21((11) ) 

Adeno2(((211) ) ) Adeno 5 
7 Adeno 6 HINI (1) 2 

計| 49 3 7 11 4 18 6 

結論的には目的としたC型「イ」ウイルスは1株も分

離できなかった。分離したウイルスは Mumps 3株，

株 A型 Inf1uenz a 18株(日sN2• 16株. HINl 2株)，

未同定6株，計49株(分離率22.8%)であった。

Entero 7株， (CoxB-2， 1株.CoxB-4，1株.CoxB-

5， 5株)， Adeno11株 (1型， 2株. 2型3株. 3型，

2株. 5型 1株. 6型 3株)， Herpes simplex 4 

2)患者ベア血清のC/青森/74株に対する抗体価

図1，2にベア血清のC型「ィ」ウイルスに対するH

IならびにCF抗体価を示した。

H 1 価(N: 41) 

よ2048

1024 

512 

256 1- .~， • 
128 

回梶期

64 

32 

16 

<16 

<16 16 32 64 128 256 512 1024 2048 

急性期

図1 患者ベア血清のC/青森/74株に対するHI抗体価
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CF価(N: 37) 

• 
.. ・

< 4 4 8 16 32 

急性期

図2 患者ベア血清のC/青森/74株に対するCF抗体価

HI抗体価で4倍以上の有意上昇を示したものは41例 図3は本調査で、採取した小児血清および同年中に青森

中， 1例もみられなかったが， CF抗体価では37例中，

4倍以下から16倍 8倍から32倍と 2例においてみられ

た。この時のHI抗体価はそれぞれ64倍から64倍， 64倍

から128倍であったO

3) C/青森/74株に対する年令別HI抗体価分布

2048ト •• 
1024 •••• •• -・ • • 
512 • ••• . -.....・.・.・.・. .... .... •• 
256 • .・・・・・-.・-.・.・.・.・ ・........... ...... .. 

• 

市で、得た成人血、清を用い C型「イ」ウイルスに対する

HI 抗体保有分布を調査したものであるO 保有者は 3~

4才頃より急激に増加し 7才前後でほぼ 100%に達す

るO しかも， 保有者の平均抗体価は老若を問わず. 256 

倍前後で高い傾向を示した。

N : 346 

• • • -・
•••••• ••••••••••• •••• ••• ••• • 

・・ -・・・・.・・ • -.・.・..・.・.・....・..・.・.・.・ 2............•••• 

128 '.' ..-..・... ..... ・・ ・-・・・・・ ・・・・.・.・・ ・・・・・ ・.・.・.・・ ・・・・ ・・... ••• •••• ••••• 
64 • -・・ ft. •••• •••••••• •• • ••• ••• • • 

H 価I 32ト • • • •• -・
16J • • .. 
<16 

-・・.・.・・・.・.・・・.・・..・・...・... ・.. ・.・.・.. ・........・・・・・・・・・ ・・・，・.・・ • • ' E 

1 2 3 4 5 6 7-9 10ー1516-1920ー2930-3940-4950-59160-6970-

年令

図3 C/青森/74株に対する年令別HI抗体価分布(1977-1978)
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C/青森/74株に対する年令別CF抗体価分布(1977-1978)図4
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CF 
価(4 

年令層別HI抗体価とCF抗体価の関係 (C/青森/74)図5

の聞にはまったく相闘がみられなかった。しかし， H 1 

抗体を急激に獲得する 4~6 才は 7 才以上に比較し，最

近の感染を思わしめるCF抗体を保有する例が多く，こ

れをHI抗体陽性例に限ってみれば， 4~6 才55%， 1 

~3 才35%， 7才以上26%であり， 4.......， 6才のCF抗体

保有率がもっとも高かった。

考 察

C型「イ」ウイルスは1946年から1948年にかけてイン

フルエンザ流行閑期におけるウイルスの存続様式を研究
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4) C/青森/74株に対する年令別CF抗体価分布

3)と同じ血清を対象にCF抗体価分布を調べたのが

図4であるo H 1抗体価状況に比較し，大半は4倍以下

で，特に7才以上では顕著であった。

5)年令層別HI抗体価とCF抗体価の関係

同一血清におけるH1， CF抗体価の関係を年令区分

ごとに調べたのが図5であるO 縦軸はCF抗体価，横軸

はHI抗体価を示すO 各年令区分ともHI抗体価が高く

てもCF抗体価は必ずしも検出されるとは限らず，両者



していた Taylorによって，かぜ:患者から最初に分離さ

れた。その数年後， FrancisらはA型インフルエンザの

流行中にインフルエンサe様症状を呈した一人の患者から

Taylorの1233株と同じ抗原構造を示す JJ株を分離
し，そのウイルスに対する住民の抗体保有状況等から本

ウイルスの病原的意義を強調した。

一方，わが国における最初の山形株は Taylorから遅

れること十数年後の1964年で，かぜ、様症状を呈した看護

婦からの分離で、ぁZ。その後，北海£青森点宮城県
で分離されているがし、ずれも地域的には北日本地方であ

るO

本ウイルスの分離例で、特徴的なことは，わが国も含め

諸外国ともほとんどが他型インフルエンザ流行中にイン

フルエンザ様患者から偶然に分離されていることであ

るO

本ウイルスに対する人の抗体保有率は世界的にも4~5

才頃より急激に上昇し，成人でほぼ100%に達しているO

このことは，本ウイルスが広い範囲に散布されているこ

とを意味する。

成書によると，本ウイルスはA，B型インフルエンザ

のように流行的侵襲様相を呈することなく，散発的にし

か起り得ないと言われているO

他方， GerberらjhnmEの報告で、は接触濃厚な集

団の場合，はっきりとした流行の形式をも取り得ること

を述べてし、る。

かくのごとし本ウイルスの自然界における存続様式

や人とのかかわり合いは分離例も少ないことも関係し，

まだ，ほとんど明らかでないのが現状と言える。

このような背景から，著者らは気道感染という一つの

疾患を対象に初感染で比較的分離が容易と考えられる 3

~6 才の小児を主体にウイルス分離をおこない，本ウイ

ルスの人とのかかわり合いを解明しようと試みた口その

結果，実験成績で述べたごとく 1株も分離できなかっ

TこO
生後数年間で，かなり多くの人々が抗体を獲得し，成

人間でも常に高い抗体価を維持するということは，一体

どのような感染の仕組を意味するのであろうか。本間ら

が述べているように抗原性を異にするウイルスの繰り返

し感染の結果であろうか。

本調査における年令区分別抗体保有率によると，最近

の感染を思わしめる CF抗体保有者の率は 4~6 才が最

も高く 7才以上が最も低かった。 これは， 著者らが

以前，報告したように，本ウイルスが地域社会に普遍的

に存在して，小児を初感染に，学童以上を再感染の対象

として浸淫を維持しているのではないかという考えとよ

く一致する。

しからば，本ウイルスの人に対しての病原性はどうな

のであろうか。既に述べたように，わが国における分離

は4例とも，すべて他型インフルエンザ流行期間中，偶

然に分離されていることと，諸外国の例でも多くは，か

〆ぜ様患者からのものであることから考えて，本ウイルス

は所謂ミかぜ=をヲ|き起すことは疑いないように思われ

るO しかし，わが国を初めとする世界各地におけるC型

「イ」ウイルスの保有率はA，B型「イ」ウイルスに比

較し，きわめて高いのにもかかわらず，その分離は逆に

極端に少ない。

このことについて，著者らは当初，現在C型「ィ」ウ

イルスに感受性を示す唯一の細胞，すなわち，発育鶏卵羊

膜内接種法を用い，血清疫学的に初感染年令と考えられ

る 3~6 才の小児を対象とした分離が余りおこなわれて

いなかったためではないかとか，さらにドラマチックに

侵襲するA，B型「イ」ウイルスに較べ，余り重要視さ

れていなかったため，分離しているのにもかかわらず，

未同定株としてフリーザーの隅に埋もれているのではな

いだろううとかと漠然と考えていたが，本調査の結果か

らこの臆測は必ずしも当を得ていないように思われるO

最近，本ウイルスの存続や病原性に関する研究が徐々

ではあるが進められつつある O 今回の成績も含めこれま

での知見を総合的に考察してみると，本ウイルスは伝播

力，病原性が弱く，そのためA，B型「イ」ウイノレスの

ように侵望的に流行せずに地域社会に常在し，新しい感

受性者聞を点々と不顕性の形で感染し，時としてとか

ぜミを引き起すのではと考えられる口

しかし，この推測も本ウイルスの分離が極めて少ない

ことえの説明(分離細胞の感受性にも疑問がないとは言

えないが〉にはなお不充分であり，依然謎として残る。い

ずれにしても，本ウイルスの自然、界における存続，人に

対する病原性の解明は今後の課題であり，当然困難が伴

うとしても本間らが述べている如く疫学の出発点である

ウイルス分離は必要欠くべからざる条件となろう O

最後に，本調査結果から本ウイルスと小児の気道感染

との関連性は少なくともアデノウイルス，エンテロウイ

ルスより薄いと推察された。

結 論

C型インフルエンザウイルスが小児気道感染症の病原

として，どの程度関与しているかを知る目的でウイルス

検索をおこない，次の成績を得た。

1) 1 ~ 7才の忠者の咽頭ぬぐし、液215から， 49株の

ウイルスを分離したO しかし，目的としたC型インフル

エンザウイルスは 1株も分離できなかった。

2)分離したウイルスは Mumps3株， Entero 7株，

Adeno 11株， Herpes 4株， A型Influenz a HsN2 16株，

A型 InfluenzaHINl 2株，未同定6株であった。これ
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らのウイルスは季節的には今日の知見とほぼ同じ傾向で

分離された。

3)得られた患者ベア血清の中， H 1 (41ベア血清)

では 1例も有意上昇がみられなかったが， C F (ベア血

清37)では2例にみられた。

4)青森市住民から得た年令層別抗体保有状況は， H

I では 3~4 才頃より急激に増加し，成人でほぼ 100%

近くに達するが， CFでは全般に低かった。しかし，年

令別における CF抗体保有率は 4~6 才が最も高く 7

才以上が最も低かった。

5)血清学的，ウイルス学的成績からC型インフルエ

ンザウイルスは地域社会に普遍的に存続していると思わ

れるが，小児気道感染症との関連性は少なくとアデノウ

イルス，エンテロウイルスより薄いと推察された。

本稿の要旨は，第32回日本細菌学会東北支部総会にて

発表した。
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1977年度の県内におけるインフ/レエンザ

阿部幸一佐藤允武石川和子

緒 E司

青森県では， 1976年から1977年にわたりインフルエン

ザB型が流行した。又1977年6月に我々はA香港型 (H3

N2型〉のイルフルエンザウイルスを分離したD このこと

から我々は1977年から1978年にわたり A香港型のイン

フルエンザウイルスが流行するものと推測していた。他

方1977年 5月に中国で，又11月にソ連でHINl型のイン

フルエンザウイルスが分離された。この H]Nl型インフ

ルエンザウイルス(以下Aソ連型ウイルス〉は過去1947年

から1957年にかけて世界的に流行した HINl型インフル

エンザウイルスと抗原構造が類似しているO 日本では過

去20年間，本ウイルスによる流行は全く見られず，した

がって20才以下の人々には抗体保有が全くなく，もし日

本へ侵入した場合かなりの規模で流行することが予測さ

れた。本ウイルスは1978年 1月に島根県，福岡県におけ

る分離を契機とし日本各地で相次ぎ分離され，かなり

の規模で流行した。青森県でもAソ連型ウイルスの分離

は時間の問題と思われていたが，他県に比べ遅く 3月に

入ってから分離された。

我々は今回，分離したAソ連型ウイルス 2株に，各衛

研で、分離された 4株のAソ連型ウイルスと予研より分与

されたAソ連型ウイルス 3株を加えて，各株間における

交差試験を試み，さらにAソ連型ウイルスの流行前後に

おける抗体保有状況に加えてインフルエンザウイルスの

分離を行ったのでその成績を報告する。

材料及び実験方法

1 ) 使用抗原

抗原は青森衛研分離株A/青森/1/78，A/青森/4/78

各衛研より分与されたA/秋田/63/78，A/宮城/N84/78

A/山形/195/78，A/福島/2/78，予研より分与されたA

/大町/1/53，A/FM/1 /47， A/USSR/90/77を使用し

た。この際これらの抗原を発育鶏卵で 1回培養して使用

した。また抗体保有状況調査には A/USSR/90/77を用

し、Tこo

2) 対象血清

1977年 4月から 5月まで， 1978年4月から 5月まで，

青森市内の医療機関で無作為に採取した青森市住民血清

それぞれ220例づっ，計440例である O

3) 免疫血清

上述9株に対する抗血清は抗原を約2ml，腹腔内に

4回接種したラットより得た。接種前の血清中における

これらの抗原に対する抗体はすべて陰性であった。

4) 方法

血清中のインヒピター除去はヒト，ラットともに常法

に従いRDE処理を行った。抗体保有状況における凹(赤

血球凝集抑制〉価測定はマイクロ法で，また交差試験は

マクロ法で行った。インフルエンザウイルスの分離は主

に MDCK細胞を使用したが， 一部発育鶏卵をも使用し

TこO

実験成績

擢患者数は2月と 3月上旬にピークが見られ(図 1)， 

1月 2月にA香港型ウイルス 3月にA香港型及びA

ソ連型ウイルスの両方が 4月にはAソ連型ウイルスだ

けが分離された。(図2)

数者自仙
-10

躍

∞
nu 

5000 

Oレ---- v 月日

括7<0 %%%%71%%

図1 青森県における小・中高校の月日別擢患者数

分離数

30i 香港型(H3N2 
25 
21 

20-11 13 

15 

10 

5 i I 2 

O 分離月
1月2月 4 

5 3月

10 

ソ連型(H1 N 1 

図2 インフルエンザウイルスの月別分離状、況
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表1 Hl Nl型イ γフルエンザウイルスの交差試験(ラット免疫血清〉

一抗一一原一~--一免疫血清 ||A//7青8森/A//7青8森/A//7秋8田/A8/宮4/7城8/A//山7形/A//7福8島/A//5大3町7A//FM/ 瓦/970/U7 S S R 
1/78 4/78 63/78 N84/78 195/78 2/78 1 /53 1 /47 /90/77 

A/青森/1/78 512 128 1024 512 512 512 64 32 512 

A/青森/4/78 256 128 1024 512 512 512 64 32 512 

A/秋田/63/78 256 128 1024 512 512 512 64 32 512 

A/宮城/N84/78 256 1'7.8 1024 512 512 512 64 32 512 

A/山形/195/78 ?56 128 1024 512 512 512 64 32 512 

A/福島/2/78 256 178 1024 512 512 512 64 32 512 

A/大町/1/53 64 く16 256 128 128 64 256 16 128 

A/FM/1/47 512 256 1024 二三1024 二三1024 二三1024 256 512 512 

A/U S S R/90/77 256 128 1024 512 512 512 64 32 512 

各株間における交差試験の結果，
{青森市1977年)

青森，福島，山形，秋田，宮城，ソ N : 220 
1024 

連株間では抗原的に同ーのものであ
521 

ることが判明したo 1947年分離の F
256 ... 

M株と今回の分離株は抗原的にきわ

めて類似しているが， 1953年分離の
12~ •• ... 

........・..・... .. . 
大町株とは抗原的にかなりの相違を

，64 ... ....・ ・ー・・・

示しているO (表1) 
.. . 

32 ••• ..・・ -・・・・ ... . ..・・
Aソ連型ウイルスの流行前後にお . 

16 . ... . . 
ける抗体保有分布及び、保有率につい

(16 -・・・.・・.・.・.・・.・.・.・.・........・ .・.. ・..・.・.・ ......... . 
て，流行以前， 1977年の血清では20 -・・・・・ ・・・・ ・・・・・・ ・・・・ .......... ...... .. ー・・・・ .. .... ・・・・・ ・・・・ ・・・ー ... .. 

~-ì" 

才前のヒ卜に全く抗体を認めなかっ 10 16 23 0 34 0 
440 9 550 9 660 9 

70 

15 19 29 39 

たのに対し，流行後の1978年の血清

では20才前で45%のヒトが本ウイル
図3 A/USSR/90/77 (HINl型〉に対する流行前抗体保有分布

スに感染し，抗体を保有していた。

またとくに20才から O才児では抗

体保有率の低いことが判明した。他

方20才以上のヒトでは抗体保有分布 抗体価

(青森市1978年}

保有率ともに変化はなかったD N: 220 

3， 4， 5) 1024 . 
考 察 512 . .. .. . 

Aソ連型ウイルスの流行は3月か 出 ... -..・..... . . . ... 
ら4月の2ヶ月間に小中高校生を中 . 
心におこったものと思われる。また

128 • ... .. .... . ... ••• . 
2月上旬における擢患者数の増加は

64 -・・・・ ・・・・・ ・ー... ー..・.... 
. 

A香港型ウイルスによるものであ 32 .. .. .. .. 
り 3月上旬の擢患者数の増加はA 16t" ... ... 
ソ連型を主体とし A香港型とAソ (16 

・・.-.・・.・.・・・..・・ ・.・.・・.・・・.・・....... ..... ・.・・.・.・.・・・:・.・.・. 連型の混合的流行型式をとり再び増 .... 
年令

加したものと思われる O 4 3 7 6 
10 16 20 

339 0 440 9 550 9 b6O 9 
10 

s 9 15 19 29 

交差試験で分離株と大町株の抗原 図4 A/USSR/90/77 (HINl型〉に対する流行後抗体保有分布

的相違がみられたが，このことは同
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図5 各年令層の HlNl型に対する抗体保有率

じHINl型インフノレエンザウイルスが流行を繰り返すう

ちにかなり抗原的に変異していくことを意味していると

考えられるO この原因の本態については今後の研究が必

要である O また今後の流行で、もこの変異がみられるかど

うかは興味のある所である O

今年度においても， 20才以下のヒトで55%のヒトが抗

体を保有していないことからAソ連型ウイルスの流行は

引続きおこると思われ， A香港型ウイルスの流行が完全

N: 440 

0---0 1977年人血清

"'-"1978年人血清

ま
A
リ
!
h
'
A
3

4
!
4
 

ωaBω 。}9
5
1
5
 

70 
4 

になくなり Aソ連型ウイルス単独の流行となるのか，

またはA香港型ウイルスとAソ連型ウイルスの混合感染

型式をとるかは注目に値する。
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ンブ jレエンザウイ jレスに対する

HI抗体保有状況(第I報)

屠殺豚のイ

緒言

1976年2月，米国 NewJersey州 FortDixの軍

隊内におけるインフルエンザ流行中，プタ型インフルエ

ンザウイルスに抗原構造が類似のインフルエンザウイル

スが分離された。この分離ウイルスは1918年から1919年

にかけて世界を恐慌におとしいれた Hスペインかぜ泊の

病原ウイルスと抗原構造が類似し，ヒトでは44才以下に

は本抗体が全く認められず，半ウイルスが日本へ侵入し

た場合， 大流行をきたすものと考えられたが， Fort 

Dixでの流行は局地的に終り，日本への影響がなかった

子

DE， K 1 04処理を行い，HI価測定はマイクロ法に従

っ7こ。

和) 11 石武允藤佐幸部阿

実験成績

A/New Jersey/8 /76に対する抗体保有状況は，

1977年，青森地区の血清では8月上旬，中旬に，また八戸

地区では7月下旬， 8月下旬にそれぞれ高い抗体価が認め

られた。1978年の血清では，青森地区は8月上旬から 9月

中旬まで高い抗体価が認められたのに対し八戸地区で

は9月下旬にわずかに認められたのにすぎなし、。(図 1) 

のは幸であった。しかし我国にお

いても1977年頃から飼育豚におい

て，本インフルエンザウイルスに

対する抗体の高い保有が認められ，

しかも飼育豚よりプタ型インフル

エンザウイルスを分離した報告例

もあり，本インフルエンザウイル

スの動向が注目されているO

そこで我々は昨年の本報に第 I

報として屠殺豚血清における A/

New Jersey/ 8/76の抗体保有状

況を調査，報告したが， 今回は第H報として 1977年と

1978年の屠殺豚血清を7月下旬から 9月下旬まで採取

し A/NewJersey/8 /76に対する抗体保有状況を調

査した。また同時に1978年の血清については， A/山梨/

22/77， A/USSR/90/77， B /神奈川/3/76 に対する抗

体保有状況を調査したのでその成績もあわせて報告す

るC
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飼育豚のA/NewJersey/8 /76に
対する地域別抗体保有状況

また1~78年の血清に関しブタの飼育地をも調査した結

果，抗体保有豚にかなり地域差が認められた。(図2)

A/山梨/22/77に対する抗体価は A/NewJersey/ 8 

/76の抗体価よりかなり低く， 32倍から 64倍に集中して

いた。(図3)

A/ USSR / 90/77，神奈川/3/76に対する抗体価はし、

ずれも32倍以下であった。(図4)

考察

1978年のブタ血清には， A/USSR!90/77に対する

図2
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材料及び実験方法

対象血清

1 )ブタ血清:1977年に採取した凍結保存血清，青森

地区140，八戸地区60，1978年採取の血清，青森地区140，

八戸地区60，計400を使用した。

2 使用抗原

予研より分与されたA/USSR!90/77， B /神奈川/3/

76，ホルマリン不活化A/NewJersey/8 /76，市販(東

芝製薬)のA/山梨/22/77を使用した。

3 方法

血清中のインヒビターの除去は小河等の方法に準じR

1 



上述の様な低い抗体価となって現わ

れたと思われる。

A/New Jersey/8 /76の抗体保

有豚にかなり地域差があることは前

に述べたが，この成績は有川等の報

告と一致する。この地域差は単にブ

タの飼育地域が偏っているため，生

じた現象であるのか，または他に原

因があるかは不明である O

現在日本で，プタ型インフルエン

ザウイルスまたはブタ型インフレエ

ンザウイルスに抗原構造が類似の

New Jersey株が，広がりつつあ

り， ヒトへの感染並びに大流行の可

能性を含んでいる現状と，ヒトと動

物のインフルエンザウイルス聞の遺

伝子組み換えが問題となっているこ

とを考え合せると，今後プタをも含

めた動物におけるインフルエンザウ

イルスの検索が重要な意味をもって

くるであろう O
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抗体が認められなかった。このことはUSSR株が今年に

なって新しく侵入したインフルエンザウイルスであり，

飼育豚の聞に十分浸透していない可能性ならびに本ウイ

ルス株に対するブタの感受性は低く，濃厚感染を受けな

い限り抗体産生が見られないこと等が考えられる。

現在インフルエンザB型ウイルスに対する抗体が人聞

を除く他動物では証明されていない事は，今回 B/神奈

川/3/76に対する抗体が飼育豚に証明されない事と一致

し，ブタはインフルエンザB型ウイルスに対して全く感

受性を有しない動物であることを意味しているのであろ

うか。しかし今回， 1977年インフルエンザB型ウイルス

流行時におけるブタ血清を使用しなかったので，インフ

ルエンザB型ウイルス流行時のブ、タ血清をさらに検討し

てみる必要があると思われる。

A/山梨/22/77に対する抗体保有豚の抗体価は New

Jersey 株の抗体価に比べてかなり低い値であった。し

かしインヒピター除去処理をしている事と， 1978年冬に

香港型インフルエンザウイルスが流行したことを考慮す

ると，ブタ由来インフルエンザウイルスに抗原構造が類

似している NewJersey株よりもヒト由来の本インフ

ルエンザウイルスがブタに対しての感受性が低いため，

B/神奈川/3/76及びA/USSR/90/77に対する抗体保有分布
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]978年の県内における手足口病

佐藤允武 石川和子 阿部幸一

緒

手足口病が春から全国的にかなりの規模で流行した

が，青森県内においても 5月下旬頃より発生した。現在

まで、に把握で、きた患者数は375名である O しかし，本病

は現在のところ届出義務がないため，全県的規模での実

態は明らかでなく，実際はかなりの数に達するものと思

われるo

本県における過去の本病は我々が知り得た範囲で、は

間竿(病原ウイルスはC叫同と問主(後に血

清学的に Enterovirus71と判明)に異なる病原で経験

しており，今度で3回目であるO

すでに， 一部の機関では本病流行の病因として E-

nterovirus71 (以下E-71)が分離同定されているが，

本県における調査成績がで、たので、報告するO

材料と方法

1 ) 被検材料

i ) ウイルス分離材料

黒石， 弘前保健所管内に発生した患者18名を対象と

し，糞便18，咽頭ぬぐい液9，水庖内容液2を採取，検

査に供したo

U 血清

患者18名から得たベア血清は14で，使用まで-20'Cに

保存した。

2) 実験方法

i ) 使用細胞，培養

ウイルス分離に使用した細胞はVero(サル腎由来)，

HEA] (人胎児由来)， ]INEl可(サル腎由来)， MDCK 

(犬腎由来)， L-132 (人胎児肺由来)， Hep#2 (人喉

頭癌由来〉の 6種の継代細胞で，培養はローラーチュー

ブ法を用いた。また，同定，患者血清の抗体価測定には

HEAJ. Vero細胞を用いた。

日〉 同定並びに中和抗体価測定

分離株の同定は秋田衛研から分与のE-71(名古屋

株)，予研分与の CoxA16 (G-lO)の免疫血清を用

い，フラ y ト型マイクロトレイでおこなった。

患者ベア血清の中和抗体価は名古屋株， 1973年岩手県

で、分離された73-572株 (E-71)， 1978年秋田県で分離

された 5176株 (E-71)，および，今回当所で、分離した

便由来の21F，水癌由来の20V株と以前本病の病原であ

った CoxA16 (G-lu)を用い，マイクロ法で測定し

た。また，ダイフロン， ミルポァフィルター処理したウ

イルス(名古屋株， 21F株〉をも併用した。

実験成績並びに考察

表 1，2に黒石，弘前保健所管内の検査成績を示す。

表 1 検査成績 (黒石〉

検番凶ケ号J|糞スウ分イ欝便ル I唇~2函A7血E1剖芦屋清C密I-Ç~検AoxAM|P査-C 10〕
11 E一一71 <4 く4 <4 <4 

12 E-71 <4 <4 <4 く4

13 十う

14 付

15 E-71 <4 <4 <4 64 

16 付 <4 <4 16 16 

17 E-71 く4 く4 <4 く4

18 E-71 <4 <4 く4 <4 

患者の年令はいずれも低く 5才以下である O 分離し

たウイルス数は便から11，咽頭ぬぐし、液から 9，水癌内

容液から 2株で，患者番号21の咽頭ぬぐし、液からの

Herpes simplex virus 1株を除き，他のウイルスは

すべてE-71と同定したョウイルス分離で、本ウイルスに

対し感受性を示した細胞は Vero，HEAJ. JINET細胞

で，特に Vero，HEA]細胞での分離率が高かった。

次に患者ベア血清における中和抗体価の動向である

が，表2に示すごとく， 73-572株， 5176株に対しては，

数例に抗体価の有意上昇がみられ，且つ，他の患者も含

め急性期から比較的高い価を示したが，同じE-71であ

る名古屋株，また，ホモである21F，20V株では急回復

期とも全く抗体は検出できなかった。

このような同一抗原型による抗体価の不統ーはヘテロ

では抗原的差異により，まま経験するがホモにおける例

は極めて珍しL、。

以前， CoxA16 を病原とした本病において， 実験に

使用する細胞により，中和されにくい，いわゆる難中和

性ウイルスが問題となったことがあるが，我々は本現象

もこれに関係あるのではないかと考え，回収ウイルスを

ダイフロン， ミノレポアフィルター処理し， ウイルス表面

に付着修飾していると考えられる細胞由来の脂質様物質

を除去，さらに， 2種の細胞を実験系に組み入れ，再度

抗体価を測定した。しかし，期待に反し結果は全く変

化なかった。

分離ウイルスが特異的免疫血清で、完全に中和され，ま

た，ベア血清において73-572，5176株で有意七昇がみ
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表2 検査成績(弘前)

，..L. .." .1 -7 L.¥.."'fkll.f 血 清検査
検体i...-̂  I ウイルス分離 I r." _... /.l-7-1_~'I~ ~一~/~~， l l年令"，，-， '/JI'1P: IE-71(名古屋)121F (青森)1乙OV(青森)j73-572(岩手)15176(秋田)ICoxA16 (G-10) 
番号l'"1※4F I※5TS 1※6V 1-Å~'I""ë="I~~Ã 了 -'é'~1 ~À~日 1. ~ A. ïV'-"c'~"1 ~A~~'I~τI--~A-~~I ，-e 

19 5 t→ E-71 E-71 <4 <4 <4 <4 
20 3 E-71 E-71 E-71 <4 <4 く4 く4

21 2 E-71 Herpes <4 く4 <4 <4 

22 2 E-71 E-71 <4 <4 <4 ぐ4

23 4 E-71 E-71 <4 <4 <4 く4

24 1 E-71 E-71 <4 <4 <4 <4 

25 4 付 E-71 

26 3 E-71 E-71 <4 <4 <4 <4 

27 2i 付 E-71 <4 <4 <4 <4 

28 3 付

られることから， E-71であることは間違いないと思え

るし，本分離ウイルスの抗体産生能が劣るとも考え難

く本成績は全く不可解に思う O 現在おこなっている各株

の免疫血清を用いた交叉中和試験においても不明な点が

あり，今後さらに検討する必要があるO

まとめ

1970年， 1973年に続き， 1978年春から県内で流行した

手足口病の病原を検索し，次の成績を得た。

1 )患者18名から採取した糞便18，咽頭ぬぐし、液9，

水癌内容液2から，それぞれ11， 9， 2株のウイルスを

分離した。

2)分離したウイルスは咽頭ぬぐし、液からの Herpes

simplex 1株を除き，すべて Enterovirus71 であっ

た。

3)分離に使用した細胞は Vero，HEAJ， JINET， 

MDCK， L-132， HEPt詳細胞で，前3種の細胞が感受

性を示し，特に Vero，HEAJでの分離率が高かった。

<4 く4 256 259 

<4 <4 256 ~ミ512

<4 <4 128 256 

<4 <4 256 256 

<4 く4 128 註512

<4 <4 32 512 

<4 <4 128 256 

<4 <4 16 2512 

※1 Enterovirus71 

※2 急性期血清

※3 回復期血清

256 256 256 

256 512 <4 

256 512 <4 

512 512 <4 

64 二三512 <4 

128 512 <4 

64 512 <4 

8 512 <4 

※4 糞便

※5 咽頭ぬぐし、液

※6 水庖内容液

256 

<4 

<4 

<4 

<4 

く4

<4 

<4 

4)患者ベア血清における中和抗体価は使用株により

著しい差異を示した。すなわち， 73--572株(1973年岩

手県における分離E-7I)， 5176株(1978年秋田県にお

ける分離E-71)に対しては数例で有意の抗体価上昇を

認めたが，名古屋株，本流行分離代表株に対しては急回

復期とも 4倍以下であった。また， CoxA16 (G-10) 

に対しては 1例で、有意上昇をみた。

文 献

1 ) 佐藤宏康，他:Hand， Foot and Mouth Disease 

の追求(1).医学のあゆみ， 79(6)，昭和54年.

2) 佐藤宏康，他:1973年夏期青森県下に流行した

Hand， Foot and Mouth Disease (手足口病〉様疾

患について.青森県衛生研究所報， 12 (1973~ 4 ) 

3) 名取克郎:1969~1970年に流行した Hand， Foot 

and Mouth Diseaseにおけるウイルス学的検討， 臨

床とウイルス. 2， 1， 1974. 
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ピ/レ供給水の水質検査

野村真美 桶田幾代 野呂キヨウ 高橋政教

小林英一

はじめに

昭和45年「建築物における衛生的環境の確保に関する

法律」いわゆるピル管理法が制定され，ピ、ル衛生管理の

問題が注目されてきた。従来，ビルの室内空気環境管理

が重視されていたが，昭和51年特定建築物としての延面

積が 5.000m2から 3，000m2 以上の中ノトピルや共同住

宅に拡大されるに及んで，給排水設備及び水質管理の不

適施設が予想外に多いことが指摘され，大きな社会問題

になっている O 今回，著者らは県環境衛生課の依頼によ

り，法的に規制対象外にある 3.000m:!以下のビ‘ル供給水

について調査し，得た結果について報告するO

調査方法

県内 8市より 3，∞Om2以下のビルを選び，各市3施設，

計24施設のビル供給水について調査した。調査期間は昭

和52年の水質最悪化を予想される 7~8 月の聞に実施し

た。検体は各施設とも受水槽に入る前及びビル未端給水

栓の 2ケ所より採取し，水道法による29項目について上

水試験法に従って分析，比較検討を行なった。

試験結果及び考察

表 1に施設別水質基準不適数を示した口 24施設中8施

設が不適であり，不適率は33.3%と予想外に高かった。

また施設別にみると事務所， "占舗に不適率の高い傾向が

認められるが，調査件数少数のため一定の結果を得る事

は出来なかった。文献的にみると，東京都，愛知県にお

けるピル供給水の不適率は約20%で、あり，不適率は給水

栓未端に最も高く，ついで高置水槽，受水槽の順であっ

たと報告している O 一方，大規模ピルよりも中小規模ピ

ルで、の不適率が高く，他方，施設別では学校，病院が他

の施設に比して高いと述べている O

表 1 施設別水質基準不適数

二二ご:

事務所 14 I 

庖 舗 5 I 

共同住宅 1

学校 1 I 

病 院 1 i 

その他 2 I 

4 

2 

O 

O 

O 

2 

8 

28.6 

40.0 

O 

O 

O 

100 

33.3 

表 2は不適項目を示す口 24施設のピル供給水について

調査した結果，不適項目としては色度，味，濁度，鉄，

残留塩素の 5項目であった。ここで注目すべきは残留塩

素による不適，既ち残留塩素が検出されない例が予想外

に多く認められたことである O このことはピル供給水が

受水槽，高置水槽内で長時間滞留していることを示し，

1日の使用水量に対し受水槽，高置水槽が極端に大きい

ため，いわゆる H死に水"による結果と考えられ，給水

設備の際はこれらの点について十分の検討が必要であ

る。前述の文献によると，ビル供給水の不適項目として

は色度，濁度， 鉄， 大腸菌群によるものが圧倒的に多

く，鉄，色度，濁度による不適原因として配管中の鉄の

腐蝕，配管からの鉄，亜鉛の溶出による白濁，黄濁によ

るものと述べているO 本成績も文献同様であった。

表 2 水質基準不適項目

¥¥¥斗竺竺竺)竺空宇竺iプ適合間
色度 23 1 I 4.3 

渇度 23 1 4.3 

味 23 I 1 4.3 

鉄 22 i 2 9.1 

残留塩素 17 7 I 41.2 

表3に水質基準に適合した項目を示す。

表3 水質基準に適合した項目

アンモニア性窒素，亜硝酸性窒素，硝酸性窒素，

塩素イオン，過マンガン酸カリウム消費量，シアン，

大腸菌群，一般細菌数，有機リン，銅，マンガン，

亜鉛，六価クロム，ヒ素，カドミウム，水銀，

フッ素，硬度，蒸発残留物，フェノール類，

陰イオン活性剤， pH.臭気

表 4に項目別変化を示す。亜鉛，鉄は受水槽前に比し

てビ‘ル未端管未で、は約2倍の値を示し，有意の差が認め

られた。水道水の化学的汚染原因として，給水管から重

金属が溶出することは古くから知られ，特に亜鉛，鉄の

溶出については大きな問題になってきた。中高層ビルで、

は主として亜鉛メッキ鋼管が使用され，それより亜鉛，

鉄の溶出について多くの報告がなされているO 本成績で

も文献同様給水管より亜鉛，鉄の溶出を裏付けているO
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尚，亜鉛は建築年数の新しいほど多く溶出し，鉄は逆に

建築年数の古いほど多く溶出するとの報告をみるo pH 

値は鉄，亜鉛同様にビ‘ル未端管未で、有意、の上昇が認めら

れた。これは受水槽，高置水槽のコンクリート壁より石

灰が溶出したためと考えられる。尚， pH値の上昇は給

水管からの亜鉛の溶出を促進させるとの報告があり，

pH値の上昇は更に亜鉛の溶出を促がす結果にもなるO

残留塩素については前述の通りである O 一方，一般細菌

数はビ‘ル未端管未で、増加しているのは，残留塩素の減少

による殺菌効果の低下によるものと推測される。他方，

大腸菌群は陰性であったが，これは大腸菌群の塩素に対

する感受性が一般細菌よりも高いためと推察されるO

表4 項目別変化(平均値〉

|亜鉛 l 鉄 I pH I喋残留塩司一般
(ppm吋)I (p~~) I pH (ê;~~)1 細菌数

叩引 Oω1 0…O侃引6ペ1721 0…U 
υ.ιl士閣| ※潟l ※以| ※対| ※汎| ※ 
よιLノνぺ小¥と哩担 I 0.1日5I 0.1ロ2I 7.5 I 0.1凹9I汁5.1ν/mst 
局イ¥

※: 5%の危険率で有意差あり

表5に地域別J水質基準不適施設を示す。表に示すよう

に調査件数が非常に少ないので一定の傾向が認められ

ず，今後調査件数を増やし検討の予定である O

表5 地域別水質基準不適施設

|施設数 i不適数|不適率伺

青森市 3 I 0 I 0 

弘前市 3 2 66.7 

八戸市 3 2 66.7 

五所川原市 3 l 33.3 

三沢市 3 1 33.3 

黒石市 3 1 33.3 

むつ市 3 。 O 

十和田市 3 1 33.3 

まとめ

本県8市3，000m2以下の24施設についてのビ、ル供給水

を調査したが，予想外に多くの不適施設が認められた。

3，000m2以上のピル供給水については，水質検査，水槽

及び排水に関する設備の清掃等が義務ずけられている

が，それ以下のビ、ルについても何らかの法的規制が必要

と思われる。他方，塩素イオン，有機物，一般細菌，大

腸菌群等の衛生学的汚染防止も重要なのは勿論である

が，それと同時に給水管由来と考えられる亜鉛，鉄，色

度，濁度について，衛生化学，衛生工学的見地からも再

検討する必要があるものと思われるO

文 献

1 ) 日本水道協会:上水試験法.111--341， 1970. 

2) 児玉 威:ピル管理上の給水設備の問題点. 用水

と廃水， 18， 1346-1352， 1976. 

3) 加藤由枝，他:ビ、ルテ、ィングの飲料水の水質につ

いて.日本公衛誌， 23， 157， 1976. 

4) 松下武彦，他:高層ビル供給水の衛生学的検討.

名市街研報， 18， 61-64， 1971. 

5) 伊藤和男，他:水道水の配管などから溶解する重

金属について.名市衛研報， 16， 47-51， 1969. 

6) 木村俊博，他:水道水中の亜鉛について.島根衛

研報， 11， 30， 1969. 

7) 関口恭一，滝島常雄:水道水の亜鉛汚染について

( II ) .群馬衛研報， 5， 135-138， 1973. 

8) 目黒克巳:ビ、ルにおける給水設備の衛生的管理に

ついて.生活と環境， 3， 29-37， 1977. 
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青森県衛生研究所報 15， 53， 1979 

県内三地区(青森・弘前・八戸)の風疹HI

抗体保有調査成績について

石川和子 佐藤允武

1977年女子を対象に行なった県内三地区(青森・弘前

・八戸〉の風疹HI抗体保有調査成績は，次のとおりで

あるO

実施要領(感受性調査〉

1 ) 対象人血清採取地区，時期並びに件数

青森地区昭和52年 5~6 月 200f牛

弘前地区昭和52年 5~9 月 181件〉全て女子

八戸地区昭和52年 5~9 月 161件j

2) 使用抗原

東芝製風疹HA抗原

3) 試験法

マイクロトレイによる赤血球凝集抑制試験

成績概要

年令別抗体陰性率は， 0~4 才では，八戸67%，弘前

60%，青森16%であった。 5才からは徐々に陰性率が低

下し， 20才以上では10%以下であった。

地区別では，青森市における抗体陰性率は他の二地区

阿部幸

と比較して，全体的に低率であったO

なお，本調査は，県単独事業費で行った。
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図1 三地区の風疹HI抗体陰性率

三地区の風疹抗体保有率

て2で2¥そ¥惣抑 注8 (必〉 註 64 (必l;"p rHI 注 512 (財)

青森市!弘前市|八戸市青森市|弘前市|八戸市青森市|弘前市|八戸市

ド1/25 仰 113 18/25 7/20 (35〉 1/ 3 
14/25 7/20 (35〉 0/ 3 o ~ 4 (84) (40) (33.3) (72) 33.3) (56) (0) 

25/2519/25(17/(274 0 25/25 19/2517/(274 0 20/25 17/25 5/24 
5 ~ 9 (100) (76) (70.8) 00) (76) (70.8) (80) (68) 0.8) 

24/25 6/13 16/19 22/25 6/(1316(/8 19 21/25 4/(3 13 4/19 
10 ~ 14 (96〉 /(416.2〉 /(814.2〉 (88) 46.2) (84.2) (84) 0.8) 21.9) 

25/2518/(7 2315/15 19/2518/(72313/(8 15 11/25 8/23 1/15 
15 ~ 19 (100) (78.3) (100) (76) (78.3) (86.7) (44) 4.8) (6.7) 

47/50 49/50 48/50 44/50 (8 40/5035/50 (70 13/50(214/50 (2 2/50 
20 ~ 24 (94) (98) (96) 8) (80) (70) 6) (28) (4) 

50/5049/50(950/5(0 100 44/50 38/5038/50 (7 13/50 4/50 0/50 
25 ~ 29 (100) (98) (100) (88) (76) (76) (26) (8) (0) 
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青森市住民のノ〈ラインフノレエンザウイノレス

に対する抗体保有調査

石川和子 佐藤允武

青森市住民のパラインフルエンザウイルスに対する抗

体保有状況は，次のとおりであった。

実施要領

1 )試験法

マイクロトレイによる赤血球凝集抑制試験

2) 使用抗原

パラインフルエンザ I型 (HA-2)

E型 (CA) 

E型 (HA1) 

阿部辛

3) 対象人血清

0~18才 119件(昭和52年採集〉

成績概要

パラインフルエンザウイルス皿型の抗体保有率は， 1 ， 

H型に比較し低年令から極めて高く，成人ではほぼ 100

%に達した。

一方， 1. n型は，徐々に上昇し，成人においても80
M前後であったO この結果は，他道県の成績とほぼ同様

な傾向であるO
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(11.76) 

H 
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(22.73) 
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(36.36) 

8/25 
(32.0) 

29/119 
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8 16 
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0/25 1/25 1/25 7/(22513/(25 5 
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図1 Parainfluenza年令階級別抗体保有率
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3/(21 5 
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0/2(02 .0〉

1/(24 2 
.55) 

2/25 
8.0) 

17/119 
(14.29) 

1OO@北海道.新潟県およ
び東北 5県青森県

I型

医玄週青森県

II型

凹型
:.::-:-.ザfJえ~.::_:.::-:.:.::":.三:_::!.:: :_.~:-: :.:.:: : .. ::-!_ :.: :-:-: :e.::与.'
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図2 青森県と北海道・新潟県および東北五県における Parainfluenza

抗体保有率の比較(註4)
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青森県衛生研究所報 15， 56ー57，1979 

1977・1978年インフノレエンザ感受性調査成績について

石川和子 佐藤允武 阿部幸一

1977・1978年インフルエンザ感受性調査成績は次のと 1978年

おりであった口 B/神奈川/3/76 (Lot 9 ) 512倍

実施要領 A/山梨/2/77 (Lot7 ) 512倍

1 ) 標準血清HI価 A/NJ/8/76 (LotlO) 1024倍

1977年 A/USSR/92/77 (Lot 8 ) 512倍

A/熊本/22/76 (Lot 4) 512倍 〈注〉 一般に標準血清HI価は 1~2 管低し、。

A/ N J /8/76 (Lot 1) 1024倍 2) 使用抗原

B/神奈川/3/76 (Lot 5) 128倍 標準血清に同1.:0

3) 試験法

マイクロタイタ一法

1) 1977年検査成績 年令層別， 抗原別抗体保有状況

A/熊本/22/76 A/N J /8/76 B/神奈川/3/76
年令層 !と 64三三 16 三三 64 三三512 二三 16 ミ~ 64 二三512 二三 16 二三512

※ 
o ~ 9 8/15 5/15 1/15 0/15 0/15 0/15 6/15 3/15 0/15 

10 ~ 19 5/15 0/15 0/15 0/15 0/15 12/15 7/15 0/15 

20 ~ 29 4/15 2/15 0/15 0/15 0/15 0/15 4/15 1/15 0/15 

30 ~ 39 8/15 0/15 0/15 2/15 0/15 0/15 6/15 2/15 0/15 

40 ~ 49 8/15 5/15 0/15 3/15 0/15 0/15 10/15 5/15 0/15 

50 ~ 59 6/15 0/15 0/15 14/15 10/15 0/15 8/15 5/15 0/15 

60 ----69 3/15 1/15 0/15 15/15 15/15 4/15 7/15 3/15 0/15 

70 ---- 3/15 1/15 0/15 15/15 15/15 6/15 7/15 2/15 0/15 

※ 陽性数/検体数
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2) 1978年検査成績 年令別，ウイルス型別HI抗体保有率

町神奈川/M6 l …/π | 山 /8/76 A/U S S R/92/77 
年令層|

注目|ミ 64I孟256 孟 16Iミ 64Iミ256 迄 16Iミ 64Iミ25 と 16I逗 64Iと256

o ~ 9 ! 3/10 2/10 2/10 5/10 4/10 1/10 0/10 0/10 0/10 2/10 2/10 0/10 
1O~19 I 4/10 4/10 1/10 7/10 2/10 0/10 0/10 0/10 0/10 7/10 5/10 0/10 

20~29! 1/10 1/10 0/10 5/10 1/10 1/10 1/10 0/10 0/10 4/10 2/10 0/10 

30~39 2/10 0/10 0/10 5/10 2/10 0/10 4/10 2/10 0/10 10/10 6/10 0/10 

40~49 2/10 1/10 1/10 9/10 5/10 0/10 2/10 0/10 0/10 8/10 1/10 0/10 

50~59 2/10 1/10 0/10 2/10 2/10 0/10 9/10 5/10 2/10 7/10 0/10 0/10 

60~69 6/10 3/10 0/10 5/10 1/10 0/10 10/10 10/10 8/10 7/10 2/10 0/10 

70~ 1/10 0/10 0/10 4/10 4/10 1/10 10/10 10/10 7/10 10/10 2/10 0/10 

※ 陽性数/検体数
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青森県の温泉 桶田幾代

高橋政教

野村真美

小林英
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〉

所
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泉

泉源
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場

年月日

泉温(気温)r 
湧出(揚湯〉量s/分(
口直 後|

P口試験室|
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No. 85 柳川温泉

(柳川温泉〉

黒石市追子野木字柳川15

0.781 

19.98 

0.230 

15.97 

10.43 

2.796 

0.020 

0.349 

0.000 

0.000 

0.000 

0.00。

14.16 [ 

0.2501 

32.46 i 

0.1901 

97.18 1 

0.0011 

0.0101 

52. 4. 15 

13 (21) 

6.8 

6.80 

0.9984 

194.7 

1 m.v.% 1 mg 
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0.0044 
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京唱 む昆

1 m.v.% 1 mg 

ld 
83.97 

0.04 

12.86 

1.36 

0.161 

0.071 

No. 87 井沢温泉
(井沢2号泉)

南部平賀町唐竹宇井沢39

54. 4. 20 
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0.9988 
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1977年4月から1978年3月までに実施した37温泉の温泉中分析成績は別表のとおりである。なお分析法は，鉱

泉中分析法に従った。

No.88 森田温泉

(3 号泉)

西郡森田村森田字昇風山 2-121

52. 5. 6 

51. 5 (21) 
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1.0090 

12560 
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No.89 下風目温泉

(海辺地1号泉)

下北郡風間浦村下風目
字下風目77(海辺地〉

52. 4. 22 

47 (13) 
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14470. 4381 
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No.92 葛川温泉

(西十和田温泉)

南郡平賀町葛川字大川添
27の7

105.6 

1406 325.0 

泉 含食塩一硫酸塩泉 京市 温 泉単

- 60一

No.93 中佐渡温泉

(大和温泉〉

南部尾上町大字中佐渡
字南田 1の2

52. 6. 10 

44. (31) 

176 

8.6 

8.67 

0.9985 

265.6 

mg 1m叫 Im.v.% 

84.37 I 

299.6 

単
ふ
山
唱

。
古
川
町 温 泉



No.94 貝鞍温泉 No. 大別内温泉 No. 96 碇ケ関温泉

(貝鞍温泉) (金浜温泉) (新湯ノ沢温泉)

八戸市石堂字貝鞍9の2 青森市大別内字葛野102 南部碇ケ関村西碇ヶ関山 1-229

52. 6. 15 52. 6. 21 52. 6. 30 

22 (20) 41.5 (22.5) 54 (30) 

24 46.8 150 

8.2 8.6 7.2 

8.03 8.40 7.08 
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mg ロ19

0.0501 

O .0751 
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m.val I m.v.% I mg m.val m.v.% 

0.1998 1.96 75.59 0.05 

9.793 96.26 3474. 151.0 74.53 
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|m.v.% I mg 

=:::l  

I~ 三リ 100.4 I 十三20I 100.001 342.1 I 15.8と~O.OO~竺_1竺竺上

1?ion-J mg |卜I…I
可 l8;J!i;(|:;lj(;;11l(lj(:::!1(!l !!2J!(| 

l 訟 (パ;: ;引qql ;川::ぷ;午午lいJ;::Tq(川;: ;q11lバ;;:口::;引;qq;Ti ;司:43qq[ ;司::宅q;号予??ト ;:…司:ムZ勾可Oロ午引O一一qt[ ;山::Z ;z ; 

l小計 11931 I 4.3羽61川 100.001 724.5 I 15.96 1 1∞0011372. 1 36.43 I 

rF2山 _~~I竺19 I 二 f

泉

泉源

温

(
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名
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所
名

年月日

泉温(気温)r 
湧出(揚湯〉量oJ分

一直 後
P口試験宰

比重 (200J 4 0) 

固形物総量mgJkg

Cation 

No. 97 三本木温泉

(十和田ポニー温泉)

十和田市三本木宇佐井幅
167-18 

No. 98 浅虫温泉

(椿温泉)

青森市浅虫字内野14

52. 7. 22 

41 (31) 

360 

8.7 

8.76 

0.9967 

378.7 

52. 7. 16 

68 (27) 

54.5 

8.8 

8.84 

0.9977 

1181 

mg I m.val mg m.val 
1 

m.v.% 
1 

82.12 

1149 

比 99 三沢温泉

(小JII原湖早稲田温泉〉

三沢市三沢字早稲田
442-83 

52.8. 18 

46 (24) 
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No. 100 細越温泉

(中粕温泉)

青森市細越字栄山910

52. 8. 24 

19 (23) 

2.0 (自噴)

7.2 

7.6 

0.9985 

146.8 

No. 101 二圧内温泉
(新二圧内温泉〉

黒石市二庄内字巻の沢ら番144

52. 9. 5 

81.5 (22.5) 

4.3 

8.0 

8.20 

0.9990 

587.4 

No. 102 百沢温泉

(小松町'温泉)

中郡岩木町百沢字小松野87の173

52. 10. 11 

33 (19) 

400 (自噴)
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6.72 
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|mg  同ム11m.平副 mg 1 m 叫 Im.v.% I瓦 | 
H' -1 -1 -1 ー -1 -1 -1 

K' 5.6771 0.14521 0.711 41.40 1 1.059 1 2.36: 222.8 ! 

Na' 253.3 11.01 1 54.02: 930.4 1 40.46 1 90.311 2178. 

NHイ 0.5ο11 0.02781 0.141 2.4971 0.13841 0.311 12.04 

Ca" 1 180.3 1 8.997 1 44.151 30.37 1 1.515 1 3.381 329.1 
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Fe" Fe'" 0.000! 0.00001 O.OO! 0.4501 0.01611 0.041 0.301 
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P口試験窒

比重 (200/40)

固形物総量mg/kg

比 103 浅虫温泉

(泉遊館)

青森市浅虫字壁谷64

Nム104 弘前温泉

(白菊温泉)

弘前市紺屋町52-1

Nム105 湯の沢温泉

(秋元温泉〉

南部碇ヶ関村碇ヶ関
字西碇ヶ関山 1の26
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53.5 (17) 
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No. 106 上北但泉 No. 107 沖浦温泉 No. 108 富田温泉

(八甲温泉) (沖浦品泉) (弘西温泉〉

上北部上北町上野字北谷地 黒石市沖浦字水上沢42-12 弘前市富田町129
39-186 
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464.3 953.1 1174 

一

一

一

ω
』

ω
m
m
白

川

必

訓

川

川

川

川

一

U
F
3
-
1
川

H

o

l

l

o

0

0

0

0

0

0

一
V

一

一

m
一

-

一

一

7

2

0

5

4

3

1

8

1

ム

O

O

一

一

一

4

4

9

9

7

3

1

0

0

0

0

一

一

7

4

8

5

1

0

0

0

0

0

0

0

一
叫
一

J

ι

β

3

3

」

A
ハ
J

b

D

3

A

一
V

一

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

n
一

一

一

一

5

5

8

0

0

F

O

O

l

o

一

一

一

4

1

9

8

9

3

3

2

1

A

O

O

一

一

7

0

5

1

8

9

0

0

0

0

0

0

一

一

2

0

0

0

0

0

0

↑

g
一

1

3

一
m

「
J

一

一

一

7

3

0

0

9

2

5

4

0

0

0

0

0

一
〆
'
一
一

F
D

円
ム
ハ
U

司i
F

b

ウ
s

1

よ
ハ
U

ハU

ハU

ハU

ハu
n

u

一

角

一

乙

4

仏

上

仏

仏

仏

仏

仏

仏

仏

仏

仏

一
V

一

8

1

日

一

m
一

一

一

一

9

0

9

7

0

1

2

9

0

0

一

一

一

司

i

ハU
戸

U

Q

U

Q

u

n

U

F

U

ハU

ハU

ハU

八U

一
l

一

4

8

0

9

7

9

2

0

0

0

0

0

一

3

一
叫
一

3

4

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

一
6

一
V

一

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

一
3

一
土

l

ーl
i
l
-
-

一

0

1

6

0

0

5

0

3

0

一I
l
i
-

-

一

一

7

0

6

7

5

8

4

0

9

0

0

一

一

6

1

0

9

9

7

1

1

4

0

0

0

0

一
9

一
日
う
一

Q

U

A
吐
ハ
U

1

i

A

U

つ
臼
ハ
U

ハ
U

ハU

ハU
O

U

ハ
リ
一
つ
d

-
E
.

一

1
ム

氏

u

n

J

-
n
一

ワ

ム

一

q
u

一

一

一

4

6

1

6

6

9

6

2

0

0

0

O

-

O

一

一

一

ハ

U
A
U
Z
A
官
つ
U

つd

ハU
1

ょ

1
よ
ハ
U

ハU

ハU

ハU

一
ハ
U

一%↑

1

1

仏

仏

仏

L

仏

仏

仏

仏

ハ

札

。

一

仏

一

・

一

ハ

可

U

一八
U

一
V

一

↑

n
一

一

1
て
叫
ん
川
丸
刈
刈
叫
悶
悶
州
側
!
州
州
利

一
叶
一

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

5

一
J

一

0

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

5

一

m
一

ー
」
斗
刊
一
ー
ー
州
川
川
l
A
U
J

叫
-
叫
叫
叫

ω|側|
側

一

一

つ

u

p

d

ィ吐

A
1

つ
』
ハ
b

1

4

1

ょ

n

u

n

u

n

u

n

u

一
定
一

4

9

0

0

0

1

0

2

0

0

0

0

一

m
一

じ

m 叫 I ni. v%  mg 

100∞[附 1 13.69 I 100州 759.619.66 I 1ω00 

1 2ω|  

単純温泉 | 単純温泉 | 弱食塩泉 l 

つMQ口っ“
司

1

mg 

m
5
口

3

G

∞一

2

8

3

5

2

0

0

 

4

0

3

1

5

0

0

 

つ

臼

円

J

Q

U

ーi

m 川|
3.503 ! 

0.04221 

O叫
0.03161 

1.397 I 

0.0025j 

0.0000 

5.671 I 

m.v.% I 

61.771 

0.75 

12.24 

0.561 

24ω| 

O 04i 

0.001 

mg 

318.7 

1.198: 

136.4 

0.194: 

109.4 

0.085 

0.143 

450.4 19.59 100.00 

I 
m 叫

I
m.v.% 

584.6 

0.150 

16.49 

0.0079! 

1.344 
I 

0.0185
1 

1. 793 
I 

0.0025 

83.891 

0.041 

6.84
1 

0.101 

9.12 

0.01 

0.00 

64.55 I 

0.8891 

109.4 ! 

0.042
1 

)01i 

- 65-



n正 泉 名 比 109 駅前川泉

n原 泉 名) (菊 ノヶ 湯)

場 所 弘前市駅前二丁目 2-33

年 月 日 52. 11. 30 

泉 i'lrl (気温)L 26 (9) 

湧出(掲揚〉量s/分 133 

pH 
直 後 8.4 

試験主 8.09 

比重 (200/40) 1.0004 

固形物総量mg/kg 2743 

No. 110 福倍 jH泉

(小湊(品泉〉

東tlj平内町福舘字福舘
32の8

比 111 根岸川泉

(湯の沢わ

東部平舘村根岸字湯の沢
325 

52. 12. 2 

11 (2) 

52. 12. 6 

48.5 (3.5) 

300 
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2889 
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O mlO  02川 O悶 236.8 I 6.057 
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No. 112 1二笹橋 (g泉

c'ぞ北品泉)

上北!:目立北町字上笹橋16の 2

52. 12. 8 

39.5 (11) 

38 

8.4 

7.7 

1.0005 

3062 

比 113 三沢弘泉

(あすなろ保養センター〉

三沢市三沢字早稲:1]723の32

52. 12. 8 

42.5 (5.5) 
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8.4 

8.61 

0.9998 
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No. 114 六戸川泉

(2 号泉)

上北部六戸町犬落瀬宇押込92-9
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No. 116 天王混泉 i 

(青森健康センター)

上北部七戸町字天王98番地 l

mg 1 m 叫 1
m v.%I m 

No. 117 つぱくら温泉

(2 号泉〉

南津軽郡平賀町大字切明
字山下29の1

比 115緑温泉

(三沢共同温泉〉

三沢市緑町三丁目33番地

名

〉

所
名

泉

泉源

温

(

場

年月日 52. 12. 12 

泉温(気温)"C 45.5 (8) 

湧出〈揚湯〉量s/分 500

日直 後 8.4

P口試験宥 8.56

比重 (200/40) I 0.9991 

固形物総量mg/kg 811.3 

Cation mg m 川 Im.v.% I 

53. 2. 3 

60 (-3) 

53. 2. 1 

43.8 (-2) 

300 36 

8.8 8.4 

8.40 

0.9989 

9.09 

0.9990 

600.3 966.0 

l m 叫 1m.v.% 

。∞22l

。判

0.1738: 2.141 2.2871 

7ml9722l3354i 

0.0067: 0.081 0.1901 

0.0000: 0.00~ 15.18 I 

O 0399!O d O 486l 
O 。叫 O04l O 0601 

0.00221 0.0310.0201 

0.0000' 0.001 0.0001 

O 00001O OolO ooo| 

O ooool O Oo|O oooi 

0.000()!0.001O Ooo| 

0.0州 Oば O∞
8ιU.J118l 100何 363.6

mg I 

318.8 

4.7951 

261.0 1 

0.0001 

48.62 I 

O .1701 

4.4?8 

12」O30反|2J164
261.9 I 11.39 94.54 181.5 I 

280.4 1 1205 1 100州問 o 1 
mg 1 m 叫 1m. v. % 1 mg 1 m 叫 1m.v.% I 

2:::i::;j;;:i:i(:;;:j!::i;j(! 

Oぶ:到 Oぶ:Oi:j l 
12.10 1 100.001 328.2 8凶 l

I mg I 
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0.38 

94.37 

0.07 

4.90 

0.26 

0.01 

0.01 

0.00 

0.001 

0.00: 

0.001 

0.001 

100.00 

m 叫 Im.v.% Anion 

212.5 

1.0991 

47.27 i 

0.4521 

96.84 i 

0.0421 

0.003 

73.611 

0.711 

12.091 

0.12i 

13.44! 

0.03; 

O 001 

10000! 

Cl' 5.993 

0.0578 F' 

SO/' 

HP04" 

HCOa' 

0.9841 

0.0094 

1.095 

0.0025 口
δ
p
h
u

一

円

h
u

ハU

一

つ
“
ハ
リ
ハ
U

ハ
U
A
u
n
u

ウ
d
噌

E
ム 5.14 

0.06 

0.03 

OH' 

As02' 

S203" 
∞一
ハUハU

計 1511.1 1 

分 1 mg 1 遊離成

総計 (mg) 1 

泉 質!単 l単 泉|単純温泉

650.9 1085 925.4 

京市 温京事 泉tAI. 
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比 118 稲垣温泉

(3 号泉)

西津軽郎稲垣村大字j古川
"1=宮Jll1の7

No. 119 細回日Ei 泉
(浪岡温泉)

南津軽郡浪岡町大字浪|斗
字細ι70の 1~2

53. 3. 2 

42.2 (0) 

200 

8.9 

8.93 

0.9991 

899.2 

53. 3. 3 

46 (5) 

120 

7.4 

7.68 

1.0023 

7785 

No. 120 三沢温泉

(浜通温泉)

三沢市大字三沢字浜通912-3

53. 3. 15 

4:5.5 (3) 

500 

7.6 

7.85 

1.0018 

4S4:5 

m.v.% mg 1 m川 I m.v.% I mg m叫 1 m.v.% 1 mg m叫

ijdm:541引 :-i-l l 
.3511 0.01951 0.021 0.4001 0.0222! 0.171 1.077! 0.05971 

日:ii:;jiijiiiii::i:::i
lj ∞;:i 

2252. I 97.76 I 100州制 7 13.35100叫 m 77.30 

mg m叫 Im.v.% I mg m叫 1m.v. % I mg I m叫|

3 m | u | 1 おmて勺2:己::1( 7:::却剖9;込;LU5Jl 5 1 で ! 7 : 
加加13 i 4 1 9 1 | 4 2 8剖 65.78I 1.3羽69I 10.381 237.9 

0.0811 0.00171 0.001 0.0891 0.0019i 0.011 0.0851 0.0018 

213.4 1 3.497 1 3.571 249.:7 1 4.084 I 30.961 140.2 2.298 

判判判。:q川 oqqo:ooo:
3似 1 97.93 1 100.001583.7 13.19 100.00¥ 286477.37 I 100.00 

| |mg  limg  ll  

186.3 

29.12 
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4年三 月 日 53. 3. 24 

l 泉 i打i日JIHiよL(S，矢気i払吋bdllωi
| 湧出(揚f湯品〉量~/分 300

1 一 l白 {後変 8.0 
pl1 試武段空 8.4訂7 

|比重 (200/40) I 0.9994 

1 固形物総量mg/kg I 1287 

Cation mg m. valm.v.% 

H. ー -1

K・ 17.58i 0.44971 2. 

Na. 448.2 1 19.49 96.911 

NH4• 0.1701 0.00941 0.05! 

Ca.. 1.9991 0.0998i 0.50; 

Mg“ 0.7291 0.0600: 0.30! 

Fe.. Fe... 0.0001 O.OOOO! 0.00: 

Al... 0.0同 0.00同 0.00:

Mn.. 0.0201 0.00071 o. OO! 
Cu.. 0.0001 0.00001 O.OO! 

Pb" 0.0051 0.00001 0.001 

i Cd !O  000|O 0000lO 。。!
|Hg-|0.00010.0000l O ooi 

小計 I 468.720.11 I 100.001 

|mg  1m叫 im v%  

計|蜘 7 I 20.17 I10 
遊離成分 |mg

仏[泉名

(源泉名)

場所

Anion 

Cl' 

F' 

80/' 

HP04" 

HC03' 

OH' 

As02' 

8203" 

比 121南見

(町ー日)

南ìlU~tli日平士山三町居
'j"j苦心80--8 

10.99 54.50 

0.410 2.03! 

3.981 

0.0008 

19.74 

0.00 

4.782 23.71 

0.0032 

0.0001 

0.22 

0.00 
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計 A
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総 計 (mg) 1943 

泉 質|含芭硝一食塩泉
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